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先進医療を、あなたのそばへ。

見える医療を開拓する。
福井大学医学部附属病院
情報誌「フロンティア」
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安
心
と
信
頼
の
た
め
に
、

　そ
の
先
を
目
指
し
て
。

Event Information

座談会

新時代迎えた緩和ケア

アンチエイジング入門
疲れをためないことが若さを保つ第一歩

リポート
管理栄養士の1日に密着！
「患者さんの要望に沿いながら質の高い栄養管理目指す」
栄養部 主任管理栄養士 栄養サポートチームメンバー　早瀬美香さん

トピックス
安全・安心に外来化学療法を行う通院治療センター
呼吸器内科医の育成と臨床研究を積極的に行います

特集／Clo s e  Up  Fron t i e r

経営改善
医業収益の増加バネに事業規模を拡大し
病院理念を高次元で実現。

福井大学医学部附属病院
副病院長 藤枝 重治

7/28
時間／10:00～11:30時間／10:00～11:30

健やかで快適な生活を
過ごすために
～口腔の役割と口腔ケア～

福井大学公開講座

平成26年採用予定 看護師募集

両日とも
受
講
料無料

●第2回 ： 5/31（金）   ●第3回 ： 6/22（土）
●第4回 ： 7/26（金）   ●第5回 ： 8/22（木）

（日）

就職説明会・病院見学会　時間／13:00～15:00

講師  吉村 仁志 医学部附属病院
歯科口腔外科学領域 講師

7/20 喘息とCOPD
～大人の慢性呼吸器疾患～（土）

講師  石塚 全 医学部医学科
内科学（3）領域 教授
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福井大学医学部附属病院 副病院長 藤枝 重治
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私たち「福井大学医学部附属病院」の

果たすべき「役割・責務」を明らかにするため、

最先端医療の「最前線」から

患者さん、地域の皆さまに「きちんと向き合う」媒体として、

かつ、県民の皆さまが「楽しめる」情報も盛り込んだ

「手に取りやすい」広報誌であることを目指します。

「患者さんの要望に沿いながら質の高い栄養管理目指す」

早瀬 美香さん

・腫瘍病態治療学講座 特命講師 西本 武史
・麻酔科蘇生科 講師 溝上 真樹
・看護部 看護師 高野 智早
・薬剤部 薬剤主任 渡邉 享平
・リハビリテーション部 理学療法士 成瀨 廣亮

トピックス／Current Pick Up
安全・安心に外来化学療法を行う通院治療センター
呼吸器内科医の育成と臨床研究を積極的に行います

08

病院再整備通信／Hot News

新病棟工事現場にお邪魔しました！

1 0 診療の現場から／Watch

不整脈  循環器内科 教授 夛田 浩 

1 1

座談会／Our Partner

新時代迎えた緩和ケア
「生活の質」向上を治療初期から多職種チームでサポート

1 2

リポート／Report

管理栄養士の1日に密着！
1 6

アンチエイジング入門／Anti-Ageing Navi

疲れをためないことが若さを保つ第一歩
20

掲示板／Bulletin Board

地域連携パスを使った在宅医療を推進しています。
1 9

良食良薬～カラダがよろこぶ健康食材～2 1

健康お役立ちグッズ22

患者さんの声／編集後記23

「Frontier」に込めた想い
本誌は、患者さん、地域の皆さまとの接点をより密接にし、さらなる安
心と信頼をお届けすることを目的に創刊しました。私たちが志向する
最高・最新の医療に対する思いを6つの「F」に込め、つねにその先駆
者であることを願って「Frontier」と名付けました。藤枝 重治

福井大学医学部附属病院 副病院長
（病院経営担当）

昭和36年、福井県鯖江市出身。昭和61年、福井医
科大学医学部卒業、平成2年、同大学院医学研究科
博士課程修了。国立鯖江病院、福井医科大学、カリ
フォルニア大学ロサンゼルス校、福井医科大学医学
部附属病院を経て、平成14年、福井医科大学教授に
就任。平成15年、大学統合により福井大学医学部
教授。平成22年10月より現職。専門は鼻副鼻腔疾
患、頭頸部がんなど。

ふじえだ・しげはる
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診療部門ごとに
目標値を定め、
スタッフの意識改革と
意欲向上を推進

45

24
年
度
医
業
収
入
は
過
去
最
高
、

経
営
指
標
も
数
値
が
改
善
。

急
性
期
病
院
と
し
て
総
合
力
を
高
め
、

「
平
均
在
院
日
数
」を
短
縮
へ
。

地
域
医
療
機
関
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
で

「
紹
介
率
」「
逆
紹
介
率
」も

着
実
に
ア
ッ
プ
。

対
前
年
比
５
・
５
％
増
、対
平
成
16
年
度
比
で

は
46
・４
％
増
で
す
。収
益
性
の
も
の
さ
し
と
な

る
各
種
経
営
指
標
の
数
値
も
大
半
の
項
目
で

改
善
し
ま
し
た
。医
薬
品
や
診
療
材
料
費
な
ど

の
医
療
費
比
率
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

効
果
な
ど
に
よ
り
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
の
分
、収
益
が
増
え
る
流
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
益
性
向
上
に
向
け
、診
療
部
門
ご
と
に
、

入
院
は「
病
床
稼
働
率
」「
延
患
者
数
」「
診
療
単

価
」「
平
均
在
院
日
数
」「
新
入
院
患
者
数
」「
退

院
患
者
数
」の
６
項
目
、外
来
は「
１
日
平
均
患

者
数
」「
延
患
者
数
」「
診
療
単
価
」の
３
項
目
で

目
標
値
を
設
け
て
い
ま
す
。達
成
状
況
を
院
内

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、同
規
模
の
14
大
学
病

院
お
よ
び
県
内
の
基
幹
病
院
と
も
経
営
指
標

情
報
を
共
有
し
、意
識
改
革
や
意
欲
向
上
を
促

し
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ（
入
院
医
療
費
の
包
括
支
払
制
度
）の

導
入
以
降
、特
に
重
視
し
て
い
る
指
標
が
平
均

在
院
日
数
で
す
。こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど
診
療

報
酬
額
が
有
利
に
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、病
床
回
転
率
が
高
ま
り
、入
院

患
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
平
成
16
年
度
は
23
日
台
だ
っ
た
平
均
在
院
日

数
は
徐
々
に
短
縮
さ
れ
、平
成
22
年
度
に
は
16

日
台
、平
成
24
年
度
に
は
15
日
台
と
な
り
ま
し

た
。平
成
25
年
度
は
14
日
台
を
目
指
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、短
縮
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。正

確
な
診
断
と
適
切
な
治
療
、適
切
な
術
後
管
理

や
リ
ハ
ビ
リ
、合
併
症
防
止
、退
院
支
援
な
ど

急
性
期
病
院
と
し
て
の
総
合
力
が
必
要
だ
か

ら
で
す
。本
院
で
は
こ
れ
ら
の
強
化
に
加
え
、

　
福
井
大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
平
成

16
年
度
と
比
較
す
る
と
、福
井
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
経
営
状
況
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
。国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
が
漸
減
す

る
な
か
、近
隣
総
合
病
院
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、相

次
ぐ
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
な
ど
に
よ
り

経
営
に
苦
慮
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、積

極
果
敢
な
経
営
改
善
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、特

に
こ
こ
数
年
は
収
益
力
の
向
上
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
医
業
収
入
は
過
去
最
高
の

約
１
４
４
億
９
０
０
０
万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

に
負
え
な
い
難
病
や
高
度
治
療
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
使
命
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
し
、そ
れ

を
進
め
る
こ
と
が
収
益
力
を
高
め
る
方
策
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
紹
介
や
逆
紹
介
は
、お
互
い
の
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
増
え
ま
せ

ん
。事
実
、前
身
の
福
井
医
科
大
学
医
学
部
附

属
病
院
が
開
院
し
た
当
初
は
、他
の
医
療
機
関

か
ら
患
者
さ
ん
を
紹
介
い
た
だ
け
る
例
は
わ
ず

か
で
し
た
。し
か
し
、着
実
に
治
療
成
績
を
高

め
、県
内
医
療
機
関
へ
の
医
師
派
遣
に
努
め
、学

会
の
研
究
会
な
ど
で
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
紹
介
率
は
50
％
強
、逆
紹
介
率
は

35
％
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。以
前
に
比
べ

れ
ば
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、同
規
模

の
大
学
病
院
と
比
較
す
る
と
平
均
的
な
水
準

で
す
。逆
紹
介
に
関
し
て
は
、治
療
後
に
紹
介

元
医
療
機
関
に
患
者
さ
ん
を
お
返
し
し
て
も
、

半
年
後
や
１
年
後
の
診
療
予
約
を
受
け
付
け

る
と
逆
紹
介
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
と
い
う
事

情
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
入
院
か
ら

手
術
ま
で
の
時
間
短
縮
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

土
曜
入
院
に
よ
る
在
院
日
数
の
短
縮
化
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
並
行
し
て
手
術
件
数
を
増
や
す
こ
と
で
、さ

ら
に
収
益
力
が
高
ま
る
と
み
て
い
ま
す
。

　「
紹
介
率
」「
逆
紹
介
率
」も
重
要
な
経
営
指

標
で
す
。国
は
地
域
の
基
幹
病
院
、市
中
病
院
、

開
業
医
が
連
携
し
、機
能
的
な
す
み
分
け
を
行

う
こ
と
で
、地
域
医
療
を
支
え
る
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。本
院
も
他
の
医
療
機
関
が
手

各種経営指標の推移

■診療報酬請求額■新入院患者数 ■診療単価■紹介率 ■平均在院日数（一般病棟）■病床稼働率
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診療部門ごとに
目標値を定め、
スタッフの意識改革と
意欲向上を推進

45

24
年
度
医
業
収
入
は
過
去
最
高
、

経
営
指
標
も
数
値
が
改
善
。

急
性
期
病
院
と
し
て
総
合
力
を
高
め
、

「
平
均
在
院
日
数
」を
短
縮
へ
。

地
域
医
療
機
関
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
で

「
紹
介
率
」「
逆
紹
介
率
」も

着
実
に
ア
ッ
プ
。

対
前
年
比
５
・
５
％
増
、対
平
成
16
年
度
比
で

は
46
・４
％
増
で
す
。収
益
性
の
も
の
さ
し
と
な

る
各
種
経
営
指
標
の
数
値
も
大
半
の
項
目
で

改
善
し
ま
し
た
。医
薬
品
や
診
療
材
料
費
な
ど

の
医
療
費
比
率
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

効
果
な
ど
に
よ
り
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
の
分
、収
益
が
増
え
る
流
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
収
益
性
向
上
に
向
け
、診
療
部
門
ご
と
に
、

入
院
は「
病
床
稼
働
率
」「
延
患
者
数
」「
診
療
単

価
」「
平
均
在
院
日
数
」「
新
入
院
患
者
数
」「
退

院
患
者
数
」の
６
項
目
、外
来
は「
１
日
平
均
患

者
数
」「
延
患
者
数
」「
診
療
単
価
」の
３
項
目
で

目
標
値
を
設
け
て
い
ま
す
。達
成
状
況
を
院
内

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、同
規
模
の
14
大
学
病

院
お
よ
び
県
内
の
基
幹
病
院
と
も
経
営
指
標

情
報
を
共
有
し
、意
識
改
革
や
意
欲
向
上
を
促

し
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ（
入
院
医
療
費
の
包
括
支
払
制
度
）の

導
入
以
降
、特
に
重
視
し
て
い
る
指
標
が
平
均

在
院
日
数
で
す
。こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど
診
療

報
酬
額
が
有
利
に
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、病
床
回
転
率
が
高
ま
り
、入
院

患
者
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
平
成
16
年
度
は
23
日
台
だ
っ
た
平
均
在
院
日

数
は
徐
々
に
短
縮
さ
れ
、平
成
22
年
度
に
は
16

日
台
、平
成
24
年
度
に
は
15
日
台
と
な
り
ま
し

た
。平
成
25
年
度
は
14
日
台
を
目
指
す
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、短
縮
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。正

確
な
診
断
と
適
切
な
治
療
、適
切
な
術
後
管
理

や
リ
ハ
ビ
リ
、合
併
症
防
止
、退
院
支
援
な
ど

急
性
期
病
院
と
し
て
の
総
合
力
が
必
要
だ
か

ら
で
す
。本
院
で
は
こ
れ
ら
の
強
化
に
加
え
、

　
福
井
大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
平
成

16
年
度
と
比
較
す
る
と
、福
井
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
経
営
状
況
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
。国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
が
漸
減
す

る
な
か
、近
隣
総
合
病
院
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、相

次
ぐ
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
な
ど
に
よ
り

経
営
に
苦
慮
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、積

極
果
敢
な
経
営
改
善
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、特

に
こ
こ
数
年
は
収
益
力
の
向
上
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
医
業
収
入
は
過
去
最
高
の

約
１
４
４
億
９
０
０
０
万
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

に
負
え
な
い
難
病
や
高
度
治
療
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
使
命
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
し
、そ
れ

を
進
め
る
こ
と
が
収
益
力
を
高
め
る
方
策
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
紹
介
や
逆
紹
介
は
、お
互
い
の
信

頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
増
え
ま
せ

ん
。事
実
、前
身
の
福
井
医
科
大
学
医
学
部
附

属
病
院
が
開
院
し
た
当
初
は
、他
の
医
療
機
関

か
ら
患
者
さ
ん
を
紹
介
い
た
だ
け
る
例
は
わ
ず

か
で
し
た
。し
か
し
、着
実
に
治
療
成
績
を
高

め
、県
内
医
療
機
関
へ
の
医
師
派
遣
に
努
め
、学

会
の
研
究
会
な
ど
で
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
紹
介
率
は
50
％
強
、逆
紹
介
率
は

35
％
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。以
前
に
比
べ

れ
ば
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、同
規
模

の
大
学
病
院
と
比
較
す
る
と
平
均
的
な
水
準

で
す
。逆
紹
介
に
関
し
て
は
、治
療
後
に
紹
介

元
医
療
機
関
に
患
者
さ
ん
を
お
返
し
し
て
も
、

半
年
後
や
１
年
後
の
診
療
予
約
を
受
け
付
け

る
と
逆
紹
介
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
と
い
う
事

情
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
入
院
か
ら

手
術
ま
で
の
時
間
短
縮
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

土
曜
入
院
に
よ
る
在
院
日
数
の
短
縮
化
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
並
行
し
て
手
術
件
数
を
増
や
す
こ
と
で
、さ

ら
に
収
益
力
が
高
ま
る
と
み
て
い
ま
す
。

　「
紹
介
率
」「
逆
紹
介
率
」も
重
要
な
経
営
指

標
で
す
。国
は
地
域
の
基
幹
病
院
、市
中
病
院
、

開
業
医
が
連
携
し
、機
能
的
な
す
み
分
け
を
行

う
こ
と
で
、地
域
医
療
を
支
え
る
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。本
院
も
他
の
医
療
機
関
が
手

各種経営指標の推移

■診療報酬請求額■新入院患者数 ■診療単価■紹介率 ■平均在院日数（一般病棟）■病床稼働率
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収益力アップが
可能にする
優秀な人材の拡充と
最先端機器への投資

67

SPDシステム
医療機関で使用・消費する医薬品
や医療材料などの購入、在庫、加
工、配送などのプロセスを、情報も
含めて一元的に管理する物品・物
流管理システム。

PET-CT
PETは陽電子放射断層撮影法、CTはコンピュ
ーター断層撮影法。CTが断面を走査してコン
ピューターで映像化するのに対して、PETは特
殊な検査薬を使用してがん細胞に目印をつけ
て検査するもので、より精度が高い。PET-CT
はPETとCTの画像を同時に撮影できる機器。

IMRT
強度変調放射線治療。病巣の形に
合わせて放射線の方向、照射範囲、
強さなどを調整できる。病巣部を集
中的に照射できるため効率的で、周
囲の正常組織への影響が少ない。

3T-MRI
超高磁場磁気共鳴装置。磁気を利
用して体内を縦横に撮影する画像
診断装置MRIの一種で、従来の
1.5T型の約2倍の信号が得られる
ため、より細密な画像が撮影できる。

脳定位照射治療
脳の病巣の形に正確に一致させて集中
的に強力な放射線を照射するピンポイン
ト照射の治療法。IMRT同様、効率的で、
周囲の正常組織への影響が少ない。主
に小さな病巣治療に用いる。

医
療
高
度
化
と
収
益
力
向
上
の
た
め

マ
ン
パ
ワ
ー
を
増
強・拡
充
。

最
先
端
機
器
を
積
極
導
入
、

医
療
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
S
i
」も
。

具
体
策
決
め
る

経
営
戦
略
企
画
部
会
が

業
務
改
善
推
進
の

エ
ン
ジ
ン
役
果
た
す
。

拡
大
す
る
拡
大
均
衡
路
線
を
歩
む
べ
き
だ
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　
人
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
、よ
り
先
進
的
な
高

度
医
療
の
研
究
開
発
に
力
を
注
ぐ
こ
と
も
で

き
ま
す
。そ
れ
が
患
者
数
の
増
加
や
診
療
報
酬

単
価
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、良
い
循
環
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、県
内
の
医
療
機
関
に
医
師
を
派
遣

す
る
使
命
も
担
っ
て
お
り
、単
純
に
医
師
を
増

や
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。適
正
な
医
師

数
を
確
保
し
な
が
ら
、医
師
の
負
担
を
軽
減
す

る
職
員
を
拡
充
す
る
こ
と
が
、現
時
点
で
の
最

善
の
方
策
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
器
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
方
に
基

づ
き
、積
極
的
に
最
先
端
の
高
額
機
器
を
導
入

し
て
き
ま
し
た
。す
で
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ  

Ｃ
Ｔ
や
２
台

の
３
Ｔ  

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
脳
定
位
照
射
治

療
シ
ス
テ
ム
を
先
駆
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
各
３
台
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
最
先
端
機
器
の
充
実
は
、診
断
・
治
療
の
高

度
化
に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、待
ち
時
間
の

短
縮
や
回
転
率
向
上
に
つ
な
が
り
、患
者
さ
ん

の
利
便
性
や
増
収
を
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、新
し
い
知
見
の
獲
得
や
、よ
り

高
度
な
診
断
技
術
の
開
発
に
向
け
た
研
究
に

も
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
は
県
内
初
の
医
療
用
ロ
ボ
ッ

ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」も
導
入
し
ま
す
。最
新
の

「
S
i
」と
い
う
機
種
で
、遠
隔
操
作
に
よ
り
複

数
の
ア
ー
ム
と
内
視
鏡
を
使
っ
て
、鮮
明
な
術

野
を
確
保
し
な
が
ら
精
緻
な
手
術
が
可
能
に

な
り
ま
す
。当
面
、泌
尿
器
科
の
前
立
腺
が
ん

手
術
を
中
心
に
運
用
し
、順
次
、他
の
診
療
科

で
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
極
め
て
高
額
で
、維
持
費
も
年
間
１
億
円
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、採
算
面
か
ら
言
え
ば
大

み
ま
す
。

　
県
内
の
医
療
市
場
は
人
口
減
少
に
伴
い
パ
イ

が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。一

方
で
は
、難
病
治
療
や
高
度
な
医
療
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
高
い
レ
ベ
ル
で
応
え
る
こ
と

が
本
院
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
と
確
信
し
て

お
り
、そ
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
不
断
の
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
各
診
療
科
が
治
療
成
績
を
さ
ら
に
上
げ
る

と
と
も
に
、紹
介
元
医
療
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
図
り
、数
値
の
改
善
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、収
益
力
の
向

上
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
院
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、福
井
県
内
唯
一
の

特
定
機
能
病
院
と
し
て
、理
念
に
掲
げ
て
い
る

「
最
高
・
最
新
の
医
療
を
安
心
と
信
頼
の
下
で
」

を
、よ
り
高
次
元
で
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。つ
ま
り
、高
度
な
医
療
の
提
供
と
開
発
を

行
い
、地
域
医
療
の
中
枢
を
担
う
と
と
も
に
、

高
度
な
医
療
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
遂
行
す
る
に
は
、質
の
高
い
人
材
と

最
先
端
医
療
機
器
へ
の
投
資
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
に
は
一
定
の
収
益
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
本
院
は
県
内
に
先
駆
け
て
最
高
水
準
の
７

対
１
看
護
を
導
入
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
看

護
師
を
大
幅
に
増
員
し
ま
し
た
。ま
た
、ド
ク

タ
ー
ク
ラ
ー
ク（
医
療
事
務
作
業
補
助
者
）や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ（
医
療
従
事
者
）も
積

極
的
に
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
然
、人
件
費
が
か
さ
む
わ
け
で
す
が
、地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
大
学
病
院
で
あ
る
以

上
、少
な
い
人
数
で
効
率
的
運
営
を
目
指
す
縮

小
均
衡
で
は
な
く
、多
く
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
高

レ
ベ
ル
の
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
事
業
規
模
を

握
し
、経
営
戦
略
の
策
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
一
例
で
す
が
、平
成
24
年
度
か
ら
病
棟
薬
剤

業
務
を
一
定
以
上
実
施
す
る
と
診
療
報
酬
が

加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、会
議
で
薬
剤
部
に

検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。薬
剤
部
は
課
題
の
洗

い
出
し
、方
策
の
検
討
を
行
い
、新
規
に
６
人
の

薬
剤
師
を
雇
用
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、

そ
の
場
合
の
収
支
見
込
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
た
た
き
台
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、病

院
長
判
断
で
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
導
入
拡
大
や
全
診

療
科
が
対
象
の
術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
、

こ
の
会
議
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
新
し
い
施
策
と
し
て
、経
営

指
標
の
年
間
目
標
値
達
成
状
況
を
診
療
科
ご

と
に
ポ
イ
ン
ト
化
し
、そ
れ
に
基
づ
い
て
報
奨

金
を
交
付
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。ポ

イ
ン
ト
が
高
け
れ
ば
手
厚
く
配
分
さ
れ
、現
場

の
さ
ら
な
る
奮
起
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
み

て
い
ま
す
。

　
中
長
期
的
に
は
、全
診
療
部
門
に
お
い
て

「
最
後
の
砦
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

ヒ
ト
と
モ
ノ
へ
の
投
資
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。特
に
や
や
手
薄
な
内
科
領
域
の
強
化
を
図

り
、病
院
全
体
の
診
療
機
能
に
厚
み
を
も
た
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。並
行
し
て
新
た
な
診

断
・
治
療
法
の
研
究
開
発
も
強
化
し
、全
国
に

誇
れ
る
特
色
あ
る
医
療
の
確
立
に
も
取
り
組

幅
な
赤
字
で
す
。し
か
し
、「
最
高
・
最
新
の
医

療
」を
提
供
で
き
る
装
置
で
あ
り
、本
学
医
学

部
の
学
生
た
ち
が
卒
業
後
も
本
院
に
残
り
、福

井
県
の
医
療
に
従
事
す
る
動
機
づ
け
に
な
る
こ

と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
９
月
に
は
新
病
棟
が
稼
働
し
ま

す
。そ
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に

も
、最
新
鋭
機
器
を
引
き
続
き
積
極
的
に
導
入

し
て
い
く
方
針
で
す
。

　　
本
院
の
経
営
改
善
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
、病
院
経
営
戦
略
企
画
部
会
で

す
。現
場
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
い
る
講
師
ク
ラ
ス
の
医
師
18
人
、コ
メ
デ
ィ

カ
ル
６
人
、事
務
職
員
４
人
の
計
28
人
と
副
病

院
長
ら
で
構
成
さ
れ
、月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
実
務
レ
ベ
ル
に
お
け
る
院
内
の

情
報
共
有
と
具
体
的
施
策
の
策
定
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
要
望
や

提
案
を
行
い
、検
討
を
経
て
指
示
ま
で
な
さ
れ

ま
す
の
で
、現
場
で
業
務
改
善
を
推
進
す
る
エ

ン
ジ
ン
役
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
業
務
の
中
で
個
別
に
他
部
門
に
要
望

を
伝
え
て
も
、聞
き
流
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、公
の
会
議
で
決
め
ら
れ
た
こ

と
は
実
行
の
上
、結
果
報
告
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
該
部
門
だ
け
で
検
討
す
る
よ
り
も
大
所
高

所
か
ら
の
判
断
が
で
き
ま
す
し
、組
織
横
断
的

な
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。現
場
の
要

望
や
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
事
務
部
門
が
把

目
標
達
成
に
基
づ
く
報
奨
金
で

各
診
療
科
の
奮
起
促
す
。

診
療
に
厚
み
加
え
る
内
科
強
化
と

特
色
あ
る
医
療
の
確
立
を
。

-
-

ミニ
用語解説

最新手術ロボット「ダヴィンチSi」

ドクタークラーク（医療事務作業補助者）

コメディカルスタッフも拡充

と
り
で
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最先端機器への投資
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SPDシステム
医療機関で使用・消費する医薬品
や医療材料などの購入、在庫、加
工、配送などのプロセスを、情報も
含めて一元的に管理する物品・物
流管理システム。

PET-CT
PETは陽電子放射断層撮影法、CTはコンピュ
ーター断層撮影法。CTが断面を走査してコン
ピューターで映像化するのに対して、PETは特
殊な検査薬を使用してがん細胞に目印をつけ
て検査するもので、より精度が高い。PET-CT
はPETとCTの画像を同時に撮影できる機器。

IMRT
強度変調放射線治療。病巣の形に
合わせて放射線の方向、照射範囲、
強さなどを調整できる。病巣部を集
中的に照射できるため効率的で、周
囲の正常組織への影響が少ない。

3T-MRI
超高磁場磁気共鳴装置。磁気を利
用して体内を縦横に撮影する画像
診断装置MRIの一種で、従来の
1.5T型の約2倍の信号が得られる
ため、より細密な画像が撮影できる。

脳定位照射治療
脳の病巣の形に正確に一致させて集中
的に強力な放射線を照射するピンポイン
ト照射の治療法。IMRT同様、効率的で、
周囲の正常組織への影響が少ない。主
に小さな病巣治療に用いる。

医
療
高
度
化
と
収
益
力
向
上
の
た
め

マ
ン
パ
ワ
ー
を
増
強・拡
充
。

最
先
端
機
器
を
積
極
導
入
、

医
療
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
S
i
」も
。

具
体
策
決
め
る

経
営
戦
略
企
画
部
会
が

業
務
改
善
推
進
の

エ
ン
ジ
ン
役
果
た
す
。

拡
大
す
る
拡
大
均
衡
路
線
を
歩
む
べ
き
だ
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　
人
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
、よ
り
先
進
的
な
高

度
医
療
の
研
究
開
発
に
力
を
注
ぐ
こ
と
も
で

き
ま
す
。そ
れ
が
患
者
数
の
増
加
や
診
療
報
酬

単
価
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、良
い
循
環
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、県
内
の
医
療
機
関
に
医
師
を
派
遣

す
る
使
命
も
担
っ
て
お
り
、単
純
に
医
師
を
増

や
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。適
正
な
医
師

数
を
確
保
し
な
が
ら
、医
師
の
負
担
を
軽
減
す

る
職
員
を
拡
充
す
る
こ
と
が
、現
時
点
で
の
最

善
の
方
策
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
機
器
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
方
に
基

づ
き
、積
極
的
に
最
先
端
の
高
額
機
器
を
導
入

し
て
き
ま
し
た
。す
で
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ  

Ｃ
Ｔ
や
２
台

の
３
Ｔ  

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
脳
定
位
照
射
治

療
シ
ス
テ
ム
を
先
駆
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
各
３
台
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
最
先
端
機
器
の
充
実
は
、診
断
・
治
療
の
高

度
化
に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、待
ち
時
間
の

短
縮
や
回
転
率
向
上
に
つ
な
が
り
、患
者
さ
ん

の
利
便
性
や
増
収
を
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、新
し
い
知
見
の
獲
得
や
、よ
り

高
度
な
診
断
技
術
の
開
発
に
向
け
た
研
究
に

も
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
は
県
内
初
の
医
療
用
ロ
ボ
ッ

ト「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」も
導
入
し
ま
す
。最
新
の

「
S
i
」と
い
う
機
種
で
、遠
隔
操
作
に
よ
り
複

数
の
ア
ー
ム
と
内
視
鏡
を
使
っ
て
、鮮
明
な
術

野
を
確
保
し
な
が
ら
精
緻
な
手
術
が
可
能
に

な
り
ま
す
。当
面
、泌
尿
器
科
の
前
立
腺
が
ん

手
術
を
中
心
に
運
用
し
、順
次
、他
の
診
療
科

で
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
極
め
て
高
額
で
、維
持
費
も
年
間
１
億
円
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、採
算
面
か
ら
言
え
ば
大

み
ま
す
。

　
県
内
の
医
療
市
場
は
人
口
減
少
に
伴
い
パ
イ

が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。一

方
で
は
、難
病
治
療
や
高
度
な
医
療
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
高
い
レ
ベ
ル
で
応
え
る
こ
と

が
本
院
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
と
確
信
し
て

お
り
、そ
の
実
現
に
向
け
引
き
続
き
不
断
の
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
各
診
療
科
が
治
療
成
績
を
さ
ら
に
上
げ
る

と
と
も
に
、紹
介
元
医
療
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
図
り
、数
値
の
改
善
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、収
益
力
の
向

上
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
院
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、福
井
県
内
唯
一
の

特
定
機
能
病
院
と
し
て
、理
念
に
掲
げ
て
い
る

「
最
高
・
最
新
の
医
療
を
安
心
と
信
頼
の
下
で
」

を
、よ
り
高
次
元
で
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。つ
ま
り
、高
度
な
医
療
の
提
供
と
開
発
を

行
い
、地
域
医
療
の
中
枢
を
担
う
と
と
も
に
、

高
度
な
医
療
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
を
遂
行
す
る
に
は
、質
の
高
い
人
材
と

最
先
端
医
療
機
器
へ
の
投
資
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
に
は
一
定
の
収
益
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
本
院
は
県
内
に
先
駆
け
て
最
高
水
準
の
７

対
１
看
護
を
導
入
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
看

護
師
を
大
幅
に
増
員
し
ま
し
た
。ま
た
、ド
ク

タ
ー
ク
ラ
ー
ク（
医
療
事
務
作
業
補
助
者
）や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ（
医
療
従
事
者
）も
積

極
的
に
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
然
、人
件
費
が
か
さ
む
わ
け
で
す
が
、地

域
医
療
の
中
核
を
担
う
大
学
病
院
で
あ
る
以

上
、少
な
い
人
数
で
効
率
的
運
営
を
目
指
す
縮

小
均
衡
で
は
な
く
、多
く
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
高

レ
ベ
ル
の
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
事
業
規
模
を

握
し
、経
営
戦
略
の
策
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
一
例
で
す
が
、平
成
24
年
度
か
ら
病
棟
薬
剤

業
務
を
一
定
以
上
実
施
す
る
と
診
療
報
酬
が

加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、会
議
で
薬
剤
部
に

検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。薬
剤
部
は
課
題
の
洗

い
出
し
、方
策
の
検
討
を
行
い
、新
規
に
６
人
の

薬
剤
師
を
雇
用
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、

そ
の
場
合
の
収
支
見
込
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
た
た
き
台
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、病

院
長
判
断
で
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
導
入
拡
大
や
全
診

療
科
が
対
象
の
術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
、

こ
の
会
議
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
の
新
し
い
施
策
と
し
て
、経
営

指
標
の
年
間
目
標
値
達
成
状
況
を
診
療
科
ご

と
に
ポ
イ
ン
ト
化
し
、そ
れ
に
基
づ
い
て
報
奨

金
を
交
付
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。ポ

イ
ン
ト
が
高
け
れ
ば
手
厚
く
配
分
さ
れ
、現
場

の
さ
ら
な
る
奮
起
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
み

て
い
ま
す
。

　
中
長
期
的
に
は
、全
診
療
部
門
に
お
い
て

「
最
後
の
砦
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

ヒ
ト
と
モ
ノ
へ
の
投
資
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。特
に
や
や
手
薄
な
内
科
領
域
の
強
化
を
図

り
、病
院
全
体
の
診
療
機
能
に
厚
み
を
も
た
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。並
行
し
て
新
た
な
診

断
・
治
療
法
の
研
究
開
発
も
強
化
し
、全
国
に

誇
れ
る
特
色
あ
る
医
療
の
確
立
に
も
取
り
組

幅
な
赤
字
で
す
。し
か
し
、「
最
高
・
最
新
の
医

療
」を
提
供
で
き
る
装
置
で
あ
り
、本
学
医
学

部
の
学
生
た
ち
が
卒
業
後
も
本
院
に
残
り
、福

井
県
の
医
療
に
従
事
す
る
動
機
づ
け
に
な
る
こ

と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
９
月
に
は
新
病
棟
が
稼
働
し
ま

す
。そ
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に

も
、最
新
鋭
機
器
を
引
き
続
き
積
極
的
に
導
入

し
て
い
く
方
針
で
す
。

　　
本
院
の
経
営
改
善
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
、病
院
経
営
戦
略
企
画
部
会
で

す
。現
場
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
い
る
講
師
ク
ラ
ス
の
医
師
18
人
、コ
メ
デ
ィ

カ
ル
６
人
、事
務
職
員
４
人
の
計
28
人
と
副
病

院
長
ら
で
構
成
さ
れ
、月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
実
務
レ
ベ
ル
に
お
け
る
院
内
の

情
報
共
有
と
具
体
的
施
策
の
策
定
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
要
望
や

提
案
を
行
い
、検
討
を
経
て
指
示
ま
で
な
さ
れ

ま
す
の
で
、現
場
で
業
務
改
善
を
推
進
す
る
エ

ン
ジ
ン
役
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
業
務
の
中
で
個
別
に
他
部
門
に
要
望

を
伝
え
て
も
、聞
き
流
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、公
の
会
議
で
決
め
ら
れ
た
こ

と
は
実
行
の
上
、結
果
報
告
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
該
部
門
だ
け
で
検
討
す
る
よ
り
も
大
所
高

所
か
ら
の
判
断
が
で
き
ま
す
し
、組
織
横
断
的

な
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。現
場
の
要

望
や
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
事
務
部
門
が
把

目
標
達
成
に
基
づ
く
報
奨
金
で

各
診
療
科
の
奮
起
促
す
。

診
療
に
厚
み
加
え
る
内
科
強
化
と

特
色
あ
る
医
療
の
確
立
を
。

-
-

ミニ
用語解説

最新手術ロボット「ダヴィンチSi」

ドクタークラーク（医療事務作業補助者）

コメディカルスタッフも拡充

と
り
で
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が
ん
診
療
推
進
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
通
院

治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、が
ん
外
来
化
学
療
法
の

ほ
か
に
、関
節
リ
ウ
マ
チ
を
は
じ
め
と
し
た
膠

原
病
の
生
物
学
的
製
剤
に
よ
る
治
療
も
行
っ
て

い
ま
す
。快
適
な
治
療
環
境
を
提
供
す
る
た

め
一
般
外
来
処
置
室
と
は
異
な
る
明
る
く
落

ち
着
い
た
内
装
と
し
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。独
立
し
た
空
調
設
備
に

よ
り
、患
者
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
た
室
温
環
境

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。通
常
型
ベッ
ド
以
外
に

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
能
を
も
つ
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
型

ベッ
ド
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、各
ベッ
ド
に
は
液

晶
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
お
り
、長
時
間
に
わ
た

る
治
療
の
苦
痛
や
不
安
が
少
し
で
も
緩
和
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
24
年
に
は
内
分
泌
治
療
や
小

児
が
ん
の
患
者
さ
ん
、お
よ
び
増
加
傾
向
に
あ

る
利
用
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
る
よ
う
、新
た

に
準
個
室
化
し
た
分
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
が
ん
専
門
薬
剤
師
、が
ん
化
学
療
法
認
定
看

護
師
が
専
任
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
、正
確

な
薬
剤
調
製
、患
者
さ
ん
へ
の
相
談
対
応
や
指

導
、治
療
中
の
安
全
確
保
と
、が
ん
在
宅
化
学

療
法
に
お
け
る
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
に
つ
い
て
は
、が
ん
化
学
療
法
に
専
門
知

識
を
も
つ
診
療
科
の
医
師
が
当
番
制
で
担
当

し
、緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。抗
が
ん
剤
の
血
管
外
漏
出
、容
体
の
急
変
、

帰
宅
後
の
問
題
発
生
な
ど
の
場
合
に
は
、セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、救
急
部
、関
連
診
療
科
が
協
力

し
て
即
座
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

　
薬
剤
調
製
に
つ
い
て
は
、セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
し
た
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、専
門

の
薬
剤
師
に
よ
り
清
潔
な
環
境
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
薬
剤
調
製
後
は
監
査
担
当
の
薬
剤
師
に
よ

り
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、誤
投
与
が
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
開
設
当
初
か
ら
、治
療
環

境
の
整
備
と
、抗
が
ん
剤
投
与
に
伴
う
副
作

用
に
関
す
る
対
策
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。通
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
さ
ま
ざ

ま
な
精
神
的
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
、精
神
的
ケ
ア
も
十
分
に
対
応
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
も
患
者
さ
ん
の
要
望
を
取
り
入
れ
、

安
心
し
て
外
来
化
学
療
法
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
さ
ら
に
整
備
を
進
め
、信
頼
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

快
適
な
治
療
環
境
を
提
供

安
全・安
心
に
外
来
化
学
療
法
を
行
う
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❶

呼
吸
器
内
科
医
の
育
成
と
臨
床
研
究
を
積
極
的
に
行
い
ま
す

が
ん
化
学
療
法
は
入
院
か
ら
外
来
治
療
へ
と
シ
フ
ト
し
つつ
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
が
ん
外
来
化
学
療
法
を
専
門
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
17
年
５
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

準個室化した分室

落ち着いた治療空間

石塚　全
いしづか    たもつ
病態制御医学講座 内科学（３）領域

　
高
齢
化
に
伴
い
、肺
炎
や
呼
吸
不
全
、肺
が

ん
、間
質
性
肺
炎
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
）、ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
患
者
数
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、内
科
診
療
に
お
け
る
呼
吸
器
診

療
、さ
ら
に
は
呼
吸
器
内
科
医
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、第
一

線
の
診
療
現
場
で
は
呼
吸
器
診
療
に
携
わ
る

医
師
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、こ
れ
ま
で
呼
吸
器
内
科
長
を
兼

任
さ
れ
て
い
た
石
﨑
武
志
先
生
を
中
心
に
、学

生
・
研
修
医
教
育
、呼
吸
器
内
科
医
の
育
成
が

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、現
在
は
私
以
下
、総
勢
７
人
の
呼
吸

器
内
科
医
で
診
療
、教
育
、研
究
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。大
学
病
院
と
し
て
質
の
高
い
医

療
、教
育
、臨
床
研
究
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、呼
吸
器
内
科
医
を
志
す
人
材
の
確
保
と

育
成
が
急
務
で
す
。

　
入
院
で
は
、肺
が
ん
の
診
断
お
よ
び
治
療
目

的
の
患
者
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。呼

吸
器
内
科
で
は
肺
が
ん
診
断
の
た
め
の
通
常
の

気
管
支
鏡
検
査
に
加
え
て
、超
音
波
気
管
支
鏡

な
ど
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
先
進
的
気
管

支
鏡
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。患
者
さ
ん
の

安
全
性
を
最
優
先
し
、通
常
２
泊
３
日
で
の
検

査
と
し
て
い
ま
す
。麻
酔
下
で
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、患
者
さ
ん
の
苦
痛
も
な
く
、ま
た

高
い
診
断
率
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
呼
吸
器
内
科
に
お
け
る
肺
が
ん
治
療
に
関

し
て
は
、医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
抗

が
ん
剤（
分
子
標
的
薬
も
含
む
）に
よ
る
化
学

療
法
や
、放
射
線
治
療
と
の
併
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、原
因
不
明
の
間
質
性
肺
炎
に
は
、画

像
診
断
、気
管
支
鏡
検
査
に
加
え
て
、外
科
的

肺
生
検
に
よ
る
病
理
組
織
学
的
診
断
を
行
っ
た

上
で
治
療
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

間
質
性
肺
炎
の
治
療
効
果
を
早
期
に
予
測
す

る
た
め
に
、Ｆ
Ｄ
Ｇ-

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
を
利
用
し
た

臨
床
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
は
外
来
診
療
が

主
体
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
慢
性
疾
患
の
増

悪
時
や
重
症
市
中
肺
炎
の
入
院
治
療
を
地
域

の
診
療
所
、病
院
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
学
教
育
と
臨
床
研
究
を
行
わ
な
け
れ

ば
、大
学
病
院
と
し
て
の
存
在
意
義
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
当
科
で
は
、診
療
業
務
で
多
忙
な
状
況
下

に
お
い
て
も
、画
像
診
断
を
中
心
に
肺
が
ん
、

間
質
性
肺
炎
な
ど
に
関
す
る
臨
床
研
究
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
研
究
を
さ
ら
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
私
が
取
り
組

ん
で
き
た
難
治
性
ぜ
ん
そ
く
患
者
に
対
す
る

新
規
治
療
法
の
開
発
や
、肺
が
ん
治
療
に
お
け

る
医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
す
る
た
め
の

医
師
主
導
型
臨
床
試
験
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
呼
吸
器
内
科
へ
の
ご
理
解
、ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

呼
吸
器
内
科
の
現
状

当
院
の
検
査
・
診
療
の
特
徴

医
学
教
育
と
臨
床
研
究
を
両
立

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❷

平
成
24
年
12
月
1
日
付
で
病
態
制
御
医
学
講
座
内
科
学（
３
）領
域
の
教
授
を
拝
命
し
ま
し
た
。

呼
吸
器
内
科
長
と
し
て
、専
門
の
呼
吸
器
内
科
を
中
心
に
、内
分
泌・代
謝
内
科
の
診
療
も
担
当
い
た
し
ま
す
。

Current Pick Up

げ
ん
び
ょ
う

安全キャビネットで薬剤を調製

信
頼
の
即
応
体
制
を
構
築

こ
う
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が
ん
診
療
推
進
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
通
院

治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、が
ん
外
来
化
学
療
法
の

ほ
か
に
、関
節
リ
ウ
マ
チ
を
は
じ
め
と
し
た
膠

原
病
の
生
物
学
的
製
剤
に
よ
る
治
療
も
行
っ
て

い
ま
す
。快
適
な
治
療
環
境
を
提
供
す
る
た

め
一
般
外
来
処
置
室
と
は
異
な
る
明
る
く
落

ち
着
い
た
内
装
と
し
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。独
立
し
た
空
調
設
備
に

よ
り
、患
者
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
た
室
温
環
境

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。通
常
型
ベッ
ド
以
外
に

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
能
を
も
つ
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
型

ベッ
ド
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、各
ベッ
ド
に
は
液

晶
テ
レ
ビ
を
設
置
し
て
お
り
、長
時
間
に
わ
た

る
治
療
の
苦
痛
や
不
安
が
少
し
で
も
緩
和
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
24
年
に
は
内
分
泌
治
療
や
小

児
が
ん
の
患
者
さ
ん
、お
よ
び
増
加
傾
向
に
あ

る
利
用
患
者
さ
ん
に
対
応
で
き
る
よ
う
、新
た

に
準
個
室
化
し
た
分
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
が
ん
専
門
薬
剤
師
、が
ん
化
学
療
法
認
定
看

護
師
が
専
任
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
、正
確

な
薬
剤
調
製
、患
者
さ
ん
へ
の
相
談
対
応
や
指

導
、治
療
中
の
安
全
確
保
と
、が
ん
在
宅
化
学

療
法
に
お
け
る
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
に
つ
い
て
は
、が
ん
化
学
療
法
に
専
門
知

識
を
も
つ
診
療
科
の
医
師
が
当
番
制
で
担
当

し
、緊
急
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。抗
が
ん
剤
の
血
管
外
漏
出
、容
体
の
急
変
、

帰
宅
後
の
問
題
発
生
な
ど
の
場
合
に
は
、セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、救
急
部
、関
連
診
療
科
が
協
力

し
て
即
座
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

　
薬
剤
調
製
に
つ
い
て
は
、セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
し
た
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、専
門

の
薬
剤
師
に
よ
り
清
潔
な
環
境
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
薬
剤
調
製
後
は
監
査
担
当
の
薬
剤
師
に
よ

り
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、誤
投
与
が
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
開
設
当
初
か
ら
、治
療
環

境
の
整
備
と
、抗
が
ん
剤
投
与
に
伴
う
副
作

用
に
関
す
る
対
策
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。通
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
さ
ま
ざ

ま
な
精
神
的
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
、精
神
的
ケ
ア
も
十
分
に
対
応
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
も
患
者
さ
ん
の
要
望
を
取
り
入
れ
、

安
心
し
て
外
来
化
学
療
法
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
さ
ら
に
整
備
を
進
め
、信
頼
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

快
適
な
治
療
環
境
を
提
供

安
全・安
心
に
外
来
化
学
療
法
を
行
う
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❶

呼
吸
器
内
科
医
の
育
成
と
臨
床
研
究
を
積
極
的
に
行
い
ま
す

が
ん
化
学
療
法
は
入
院
か
ら
外
来
治
療
へ
と
シ
フ
ト
し
つつ
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
が
ん
外
来
化
学
療
法
を
専
門
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
17
年
５
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

準個室化した分室

落ち着いた治療空間

石塚　全
いしづか    たもつ
病態制御医学講座 内科学（３）領域

　
高
齢
化
に
伴
い
、肺
炎
や
呼
吸
不
全
、肺
が

ん
、間
質
性
肺
炎
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
）、ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
患
者
数
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、内
科
診
療
に
お
け
る
呼
吸
器
診

療
、さ
ら
に
は
呼
吸
器
内
科
医
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、第
一

線
の
診
療
現
場
で
は
呼
吸
器
診
療
に
携
わ
る

医
師
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、こ
れ
ま
で
呼
吸
器
内
科
長
を
兼

任
さ
れ
て
い
た
石
﨑
武
志
先
生
を
中
心
に
、学

生
・
研
修
医
教
育
、呼
吸
器
内
科
医
の
育
成
が

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、現
在
は
私
以
下
、総
勢
７
人
の
呼
吸

器
内
科
医
で
診
療
、教
育
、研
究
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。大
学
病
院
と
し
て
質
の
高
い
医

療
、教
育
、臨
床
研
究
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、呼
吸
器
内
科
医
を
志
す
人
材
の
確
保
と

育
成
が
急
務
で
す
。

　
入
院
で
は
、肺
が
ん
の
診
断
お
よ
び
治
療
目

的
の
患
者
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。呼

吸
器
内
科
で
は
肺
が
ん
診
断
の
た
め
の
通
常
の

気
管
支
鏡
検
査
に
加
え
て
、超
音
波
気
管
支
鏡

な
ど
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
先
進
的
気
管

支
鏡
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。患
者
さ
ん
の

安
全
性
を
最
優
先
し
、通
常
２
泊
３
日
で
の
検

査
と
し
て
い
ま
す
。麻
酔
下
で
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、患
者
さ
ん
の
苦
痛
も
な
く
、ま
た

高
い
診
断
率
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
呼
吸
器
内
科
に
お
け
る
肺
が
ん
治
療
に
関

し
て
は
、医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
抗

が
ん
剤（
分
子
標
的
薬
も
含
む
）に
よ
る
化
学

療
法
や
、放
射
線
治
療
と
の
併
用
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、原
因
不
明
の
間
質
性
肺
炎
に
は
、画

像
診
断
、気
管
支
鏡
検
査
に
加
え
て
、外
科
的

肺
生
検
に
よ
る
病
理
組
織
学
的
診
断
を
行
っ
た

上
で
治
療
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

間
質
性
肺
炎
の
治
療
効
果
を
早
期
に
予
測
す

る
た
め
に
、Ｆ
Ｄ
Ｇ-

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
を
利
用
し
た

臨
床
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
は
外
来
診
療
が

主
体
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
慢
性
疾
患
の
増

悪
時
や
重
症
市
中
肺
炎
の
入
院
治
療
を
地
域

の
診
療
所
、病
院
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
学
教
育
と
臨
床
研
究
を
行
わ
な
け
れ

ば
、大
学
病
院
と
し
て
の
存
在
意
義
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
当
科
で
は
、診
療
業
務
で
多
忙
な
状
況
下

に
お
い
て
も
、画
像
診
断
を
中
心
に
肺
が
ん
、

間
質
性
肺
炎
な
ど
に
関
す
る
臨
床
研
究
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
研
究
を
さ
ら
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
私
が
取
り
組

ん
で
き
た
難
治
性
ぜ
ん
そ
く
患
者
に
対
す
る

新
規
治
療
法
の
開
発
や
、肺
が
ん
治
療
に
お
け

る
医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
す
る
た
め
の

医
師
主
導
型
臨
床
試
験
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
呼
吸
器
内
科
へ
の
ご
理
解
、ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

呼
吸
器
内
科
の
現
状

当
院
の
検
査
・
診
療
の
特
徴

医
学
教
育
と
臨
床
研
究
を
両
立

ト
ピ
ッ
ク
ス 

❷

平
成
24
年
12
月
1
日
付
で
病
態
制
御
医
学
講
座
内
科
学（
３
）領
域
の
教
授
を
拝
命
し
ま
し
た
。

呼
吸
器
内
科
長
と
し
て
、専
門
の
呼
吸
器
内
科
を
中
心
に
、内
分
泌・代
謝
内
科
の
診
療
も
担
当
い
た
し
ま
す
。

Current Pick Up

げ
ん
び
ょ
う

安全キャビネットで薬剤を調製

信
頼
の
即
応
体
制
を
構
築

こ
う



　　
不
整
脈
と
は
脈
の
打
ち
方（
心
臓
の
拍
動
）が

乱
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。不
規
則
な
脈
以
外

に
、頻
脈
と
呼
ば
れ
る
異
常
に
速
い
脈
や
、逆
に
徐

脈
と
呼
ば
れ
る
異
常
に
遅
い
脈
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、不
整
脈

の
非
薬
物
治
療
と
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン（
焼
灼
術
）、植
込
み
型
除
細
動
器（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）治
療
、心
臓
再
同
期
療
法（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
末
梢
血
管
か
ら
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
テ
ー
テ

ル
を
挿
入
し
、そ
の
先
端
を
心
臓
内
の
標
的
部

位（
不
整
脈
起
源
の
心
筋
）に
密
着
さ
せ
ま
す
。

高
周
波
電
流
を
通
電
す
る
と
接
触
部
に
熱
が

発
生
し
、そ
の
部
位
の
心
筋
が
壊
死
す
る
こ
と

で
不
整
脈
が
根
治
し
ま
す
。心
房
細
動
や
心
室

性
期
外
収
縮
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
頻
脈
性
の

不
整
脈
が
治
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。最
先
端

の
３
次
元
画
像
診
断
装
置
を
導
入
し
、治
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
植
込
み
型
除
細
動
器（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）は
、心
室
細

動
、心
室
頻
拍
等
の
生
命
に
か
か
わ
る
危
険
な

不
整
脈
を
治
療
す
る
た
め
の
体
内
植
込
み
型

の
治
療
機
器
で
す
。不
整
脈
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
予
防
す
る
の
で
は
な
く
、常
に
心
臓
の
脈

を
監
視
し
、致
死
性
の
不
整
脈
が
発
症
し
た
場

合
に
は
す
み
や
か
に
電
気
的
除
細
動（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）を
施
行
し
て
不
整
脈
を
停
止
さ
せ
、

不
整
脈
発
作
に
よ
る
突
然
死
を
防
ぎ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
専
用
機
器（
デ
バ
イ
ス
）と
こ
れ
に

接
続
し
た
電
線（
リ
ー
ド
）か
ら
構
成
さ
れ
、致

死
性
不
整
脈
発
生
時
に
は
前
胸
部
皮
下
に
植

え
込
ん
だ
本
体
と
心
臓
内
に
留
置
し
た
リ
ー

ド
と
の
間
で
電
気
シ
ョッ
ク
を
流
し
ま
す
。技
術

の
進
歩
に
伴
い
デ
バ
イ
ス
は
、よ
り
小
さ
く
、か

つ
長
寿
命（
約
４
〜
８
年
）に
な
り
ま
し
た
。ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
よ
う
に
局
所
麻
酔
で
手
術

を
行
い
、前
胸
部
に
植
え
込
み
ま
す
。リ
ー
ド

線
は
静
脈
を
通
し
て
心
臓
ま
で
持
っ
て
行
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
再
同
期
療
法
専
用
機
器（
デ
バ
イ
ス
）を
用
い

て
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
の
改
善
を
図
る
重
症
心

不
全
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
で
す
。心
機
能

が
正
常
な
場
合
は
左
室
全
体
の
収
縮
と
弛
緩
は

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ（
時
相
）で
起
こ
り
ま
す
が
、重

症
心
不
全
で
は
時
相
に
ず
れ（
同
期
不
全
）が
生

じ
ま
す
。結
果
的
に
心
臓
は
ス
イ
ン
グ
す
る
よ
う

に
動
き
、心
機
能
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
招
き
ま
す
。

　
本
治
療
で
は
、右
室
と
左
室
側
壁（
冠
静
脈

分
枝
内
）の
２
カ
所
に
リ
ー
ド
を
留
置
し
、同
時

に
電
気
刺
激
を
加
え
る
こ
と
で
心
室
を
同
時

に
収
縮
さ
せ
て
同
期
不
全
を
是
正（
再
同
期
）

し
ま
す
。再
同
期
機
能
の
み（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
ー

Ｐ
）と
、

除
細
動
機
能
も
有
す
る（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
ー

Ｄ
）デ
バ
イ

ス
の
植
え
込
み
が
選
択
可
能
で
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｄ
治
療
と
Ｃ
Ｒ
Ｔ
は
、不
整
脈
専
門
治

療
施
設
で
の
み
施
行
可
能
で
あ
り
、不
整
脈
専

門
医
３
人
を
擁
す
る
本
院
は
こ
の
認
定
施
設
で

す
。術
後
は
関
連
病
院
と
連
携
し
て
定
期
的
に

経
過
観
察
と
デ
バ
イ
ス
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

じ
ょ

み
ゃ
く

し
ょ
う
し
ゃ
く
じ
ゅ
つ

新病棟工事現場にお邪魔しました！
　福井大学医学部附属病院の
新病棟は、昨年3月に着工して
1年が経過しました。新病棟は
病院正面玄関から見て後方、現
病棟の東側に建設中です。

　先日、病院再整備メンバーと建設現場に行ってきました。まず、階段で屋上まで上ります。7階建ての新病棟は、ようやく建物
の骨格ができ上がったところ。最上階の床は鉄板張り（デッキプレート）の状態で、そのすき間から地上の作業員が見えていま

した。少し下りてくると、床の鉄筋を組み立てていました。これらを固定する作業すべてが手作業です。人間の力の素晴らしさを改めて実感しました。
また、建設中だからこそ見られる柱の内部も拝見。耐震性に優れ、高層建物に用いられる鉄骨鉄筋コンクリート（SRC構造）仕様です。

　2階から下は既にコンクリートの床ができ上がっていました。1階は救急部（ER：エマージェンシールーム）と栄養部とアメニ
ティエリアとなります。ERと表示されているところが、北米型（ER型）救急の入口です。隣接するアメニティエリアは、緊急時に
はトリアージスペースとして使用します。

建設にたずさわっている職員をご紹介！

HotNews　病院再整備通信❷

　私は主に、総合図面のチェック
や医療スタッフとのヒアリング､さ
らには色彩・サイン計画を担当して
います｡患者さんの利便性を想い
つつ、医療現場の声にも耳を傾け、
より良い病棟になるように日々取
り組んでいます。

病院長をはじめ多くの病院職員が
病院再整備に力を注いでいます。

再整備推進室では、これからもさまざまな情報をお伝えしていきます。

 お問い合わせ　再整備推進室 TEL.0776-61-3111（内線3142）　E-mail bkkaihatu-s@ad.u-fukui.ac.jp

やました・まさき

　最後は地下の免震層です。新病棟の特徴は、災害
時にも拠点病院としての機能を発揮できる免震構造

です。建物の柱と基礎の間には、下の写真のような免震装置が入っていて、
地震による揺れを建物に伝えにくくしています。

　今後は、外装・内装仕上げも順次行っていくとのことで、いよいよ工事も
最盛期を迎えるそうです。新病棟の竣工は平成26年3月の予定です。

転がりローラー支承 減衰コマ
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この場所に建設中！

屋上です。板の下は… 鉄筋を一つひとつ丁寧に固定 この中にコンクリートを流し込みます

新病棟工事現場
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年
代
か
ら
、不
整
脈
の
治
療
は
非
薬
物
治
療
が
主

流
に
な
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て
き
ま
し
た
。従
来
の
薬
物
治
療
に
比
べ
副
作
用
が
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な
く
、体
へ
の
負
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こ
と
は
も
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、治
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効
果
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格
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で
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法
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カテーテルアブレーションの特徴
手術：局所麻酔、所要時間約2～4時間
入院：3～5日間程度
カテーテルを用いた治療で、体に対する負担は極めて少なく、治療後
の抗不整脈投与は不要です。成功率が高く、1回の治療で終了する
症例が多い（成功率9割。慢性心房細動は7割程度）。

手術：局所麻酔、所要時間約3時間
入院：8～12日間程度
皮膚を5cmほど切開し、デバイスを入れるポケット
を皮下に作成します。退院後は手術前と同じ生活
が可能ですが、ペースメーカーと同様に外部からの
電気や磁力に影響を受けることがあります。

手術：局所麻酔、所要時間約3～4時間
入院：8～12日間程度
ICDと同様に、デバイスは前胸部皮下に植え込み
ます。心不全に対する薬物療法は術後も基本的
に継続します。

ICD治療の特徴 CRTの特徴

カテーテルアブレーション

植込み型除細動器（ICD）治療 心臓再同期療法（CRT）



　　
不
整
脈
と
は
脈
の
打
ち
方（
心
臓
の
拍
動
）が

乱
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。不
規
則
な
脈
以
外

に
、頻
脈
と
呼
ば
れ
る
異
常
に
速
い
脈
や
、逆
に
徐

脈
と
呼
ば
れ
る
異
常
に
遅
い
脈
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、不
整
脈

の
非
薬
物
治
療
と
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン（
焼
灼
術
）、植
込
み
型
除
細
動
器（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）治
療
、心
臓
再
同
期
療
法（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
末
梢
血
管
か
ら
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
テ
ー
テ

ル
を
挿
入
し
、そ
の
先
端
を
心
臓
内
の
標
的
部

位（
不
整
脈
起
源
の
心
筋
）に
密
着
さ
せ
ま
す
。

高
周
波
電
流
を
通
電
す
る
と
接
触
部
に
熱
が

発
生
し
、そ
の
部
位
の
心
筋
が
壊
死
す
る
こ
と

で
不
整
脈
が
根
治
し
ま
す
。心
房
細
動
や
心
室

性
期
外
収
縮
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
頻
脈
性
の

不
整
脈
が
治
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。最
先
端

の
３
次
元
画
像
診
断
装
置
を
導
入
し
、治
療
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
植
込
み
型
除
細
動
器（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）は
、心
室
細

動
、心
室
頻
拍
等
の
生
命
に
か
か
わ
る
危
険
な

不
整
脈
を
治
療
す
る
た
め
の
体
内
植
込
み
型

の
治
療
機
器
で
す
。不
整
脈
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
予
防
す
る
の
で
は
な
く
、常
に
心
臓
の
脈

を
監
視
し
、致
死
性
の
不
整
脈
が
発
症
し
た
場

合
に
は
す
み
や
か
に
電
気
的
除
細
動（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）を
施
行
し
て
不
整
脈
を
停
止
さ
せ
、

不
整
脈
発
作
に
よ
る
突
然
死
を
防
ぎ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
専
用
機
器（
デ
バ
イ
ス
）と
こ
れ
に

接
続
し
た
電
線（
リ
ー
ド
）か
ら
構
成
さ
れ
、致

死
性
不
整
脈
発
生
時
に
は
前
胸
部
皮
下
に
植

え
込
ん
だ
本
体
と
心
臓
内
に
留
置
し
た
リ
ー

ド
と
の
間
で
電
気
シ
ョッ
ク
を
流
し
ま
す
。技
術

の
進
歩
に
伴
い
デ
バ
イ
ス
は
、よ
り
小
さ
く
、か

つ
長
寿
命（
約
４
〜
８
年
）に
な
り
ま
し
た
。ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
よ
う
に
局
所
麻
酔
で
手
術

を
行
い
、前
胸
部
に
植
え
込
み
ま
す
。リ
ー
ド

線
は
静
脈
を
通
し
て
心
臓
ま
で
持
っ
て
行
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
再
同
期
療
法
専
用
機
器（
デ
バ
イ
ス
）を
用
い

て
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
の
改
善
を
図
る
重
症
心

不
全
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
で
す
。心
機
能

が
正
常
な
場
合
は
左
室
全
体
の
収
縮
と
弛
緩
は

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ（
時
相
）で
起
こ
り
ま
す
が
、重

症
心
不
全
で
は
時
相
に
ず
れ（
同
期
不
全
）が
生

じ
ま
す
。結
果
的
に
心
臓
は
ス
イ
ン
グ
す
る
よ
う

に
動
き
、心
機
能
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
招
き
ま
す
。

　
本
治
療
で
は
、右
室
と
左
室
側
壁（
冠
静
脈

分
枝
内
）の
２
カ
所
に
リ
ー
ド
を
留
置
し
、同
時

に
電
気
刺
激
を
加
え
る
こ
と
で
心
室
を
同
時

に
収
縮
さ
せ
て
同
期
不
全
を
是
正（
再
同
期
）

し
ま
す
。再
同
期
機
能
の
み（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
ー

Ｐ
）と
、

除
細
動
機
能
も
有
す
る（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
ー

Ｄ
）デ
バ
イ

ス
の
植
え
込
み
が
選
択
可
能
で
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｄ
治
療
と
Ｃ
Ｒ
Ｔ
は
、不
整
脈
専
門
治

療
施
設
で
の
み
施
行
可
能
で
あ
り
、不
整
脈
専

門
医
３
人
を
擁
す
る
本
院
は
こ
の
認
定
施
設
で

す
。術
後
は
関
連
病
院
と
連
携
し
て
定
期
的
に

経
過
観
察
と
デ
バ
イ
ス
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

じ
ょ

み
ゃ
く

し
ょ
う
し
ゃ
く
じ
ゅ
つ

新病棟工事現場にお邪魔しました！
　福井大学医学部附属病院の
新病棟は、昨年3月に着工して
1年が経過しました。新病棟は
病院正面玄関から見て後方、現
病棟の東側に建設中です。

　先日、病院再整備メンバーと建設現場に行ってきました。まず、階段で屋上まで上ります。7階建ての新病棟は、ようやく建物
の骨格ができ上がったところ。最上階の床は鉄板張り（デッキプレート）の状態で、そのすき間から地上の作業員が見えていま

した。少し下りてくると、床の鉄筋を組み立てていました。これらを固定する作業すべてが手作業です。人間の力の素晴らしさを改めて実感しました。
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建設にたずさわっている職員をご紹介！

HotNews　病院再整備通信❷
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再整備推進室では、これからもさまざまな情報をお伝えしていきます。

 お問い合わせ　再整備推進室 TEL.0776-61-3111（内線3142）　E-mail bkkaihatu-s@ad.u-fukui.ac.jp
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の抗不整脈投与は不要です。成功率が高く、1回の治療で終了する
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電気や磁力に影響を受けることがあります。

手術：局所麻酔、所要時間約3～4時間
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座 談 会

西
本
　
が
ん
診
療
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
片
山

寛
次
教
授
の
主
導
の
も
と
、先
駆
的
に
緩
和
ケ

ア
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。チ
ー
ム
に
専
従

医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
も
県
内
で
は
本
院

だ
け
で
す
。13
人
の
メ
ン
バ
ー
が
互
い
に
尊
敬

し
合
い
な
が
ら
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
業
務

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

高
野
　
専
門
的
ス
キ
ル
を
持
っ
た
多
職
種
の
メ

ン
バ
ー
が
こ
れ
だ
け
そ
ろ
っ
て
い
る
チ
ー
ム
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、

機
動
的
に
対
応
し
ま
す
の
で
、患
者
さ
ん
だ
け

で
な
く
主
治
医
や
病
棟
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。成
功
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

院
内
全
体
の
緩
和
ケ
ア
に
対
す
る
認
識
が
深

ま
り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

渡
邉
　
緩
和
ケ
ア
病
棟
や
ホ
ス
ピ
ス
な
ど
の

ハ
ー
ド
よ
り
も
、実
質
的
な
機
能
が
大
切
だ
と

考
え
て
お
り
、主
治
医
と
患
者
さ
ん
の
主
体
性

を
尊
重
し
な
が
ら
、専
門
性
を
生
か
し
て
多
様

な
選
択
肢
を
提
案
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

西
本
　
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
と
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
が
連
携
し
て
臨
床
栄
養
学
的
な
支
援

が
で
き
る
施
設
は
全
国
で
も
少
な
い
は
ず
で
す
。

栄
養
学
の
権
威
で
あ
る
片
山
教
授
が
両
チ
ー
ム

新時代迎えた緩和ケア
Our Partner

座 談 会 Our Partner

「生活の質」向上を治療初期から多職種チームでサポート

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
専
従
の
医
師
と
看
護
師
を
配
置

入
院
が
ん
患
者
さ
ん
を
直
接
的
に
サ
ポ
ー
ト

西
本
　
昨
年
10
月
か
ら
チ
ー
ム
専
従
医
師
に

な
り
ま
し
た
。が
ん
患
者
さ
ん
の
約
50
％
、ご

家
族
の
約
30
％
が
何
ら
か
の
精
神
疾
患
に
な
る

と
さ
れ
て
お
り
、精
神
腫
瘍
医
の
立
場
か
ら
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
心
の
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
院
内
外

で
の
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。特

に「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」に
示
さ
れ
た

「
医
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
向
上
」

に
向
け
た
指
導
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

溝
上
　
麻
酔
科
蘇
生
科
の
外
来「
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
」と「
緩
和
ケ
ア
外
来
」で
、患
者
さ
ん

の
身
体
的
疼
痛
を
麻
酔
で
解
消
す
る
診
療
に

従
事
し
て
い
ま
す
。入
院
患
者
さ
ん
に
も
か
か

わ
っ
て
お
り
、神
経
へ
の
刺
激
伝
導
を
遮
断
す

る
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
技
術
を
駆
使
し
て
局

部
的
な
痛
み
を
取
る
治
療
も
必
要
に
応
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

高
野
　
チ
ー
ム
専
従
看
護
師
と
し
て
、院
内
で

の
緩
和
ケ
ア
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
調

整
を
担
当
し
て
い
ま
す
。主
治
医
と
相
談
し
な

が
ら
患
者
さ
ん
個
々
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ア
を

把
握
し
、専
門
的
な
技
術
を
持
つ
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
に
つ
な
ぐ
役
目
で
す
。主
治
医
と
病
棟
看

護
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
チ
ー
ム
の
本
来
的

役
割
な
の
で
す
が
、現
段
階
で
は
ま
だ
私
た
ち

が
直
接
的
に
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
い
ま
す
。

渡
邉
　
薬
剤
師
と
し
て
緩
和
ケ
ア
に
使
う
薬

剤
の
提
案
、使
い
方
や
副
作
用
の
チ
ェッ
ク
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。薬
剤
が
き
ち
ん
と
血
中
に

入
っ
て
い
る
か
、副
作
用
の
原
因
に
な
っ
て
い
な

い
か
な
ど
を
、血
中
濃
度
を
測
定
し
て
客
観
的

に
評
価
す
る
業
務
も
担
っ
て
い
ま
す
。県
内
で

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
は
本
院
だ
け
で
す
。

成
瀨
　
患
者
さ
ん
の
希
望
に
沿
っ
た
リ
ハ
ビ
リ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
、目
標
実
現
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。起
こ
り
得
る
障
害
を
見
越
し

た
予
防
的
リ
ハ
ビ
リ
、機
能
障
害
の
改
善
を
図

る
回
復
的
リ
ハ
ビ
リ
、全
身
状
態
や
筋
力
を
保

つ
維
持
的
リ
ハ
ビ
リ
、苦
痛
を
和
ら
げ
る
緩
和

的
リ
ハ
ビ
リ
が
あ
り
ま
す
。寝
た
き
り
に
よ
る

筋
力
や
体
力
の
衰
え
を
予
防
す
る
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
や
、リ
ン
パ
浮
腫
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

も
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
ス
キ
ル
生
か
し
多
様
な
選
択
肢
を
提
案

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
の
連
携
も
特
徴

が
ん
患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
痛
を
和
ら
げ
、Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）の
向
上
を
図
る
緩
和
ケ

ア
は
、終
末
期
だ
け
で
な
く
、治
療
の
初
期
段
階
か
ら
提
供
さ
れ
る
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
あ
る
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
多
職
種
に
わ

た
る
13
人
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
核
に
な
り
、県
内
最
高
水
準
の
緩
和
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま

す
。チ
ー
ム
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
具
体
的
な
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向
性
を
語
り
合
って
い
た
だ

き
ま
し
た
。

|
ま
ず
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
ど
ん
な
業
務
を
担
っ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

|
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
緩
和
ケ

ア
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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精
神
的
苦
痛
や
社
会
的
苦
痛
に
も
対
応

「
自
分
ら
し
く
」の
希
望
に
寄
り
添
い
な
が
ら

|
か
つ
て
は
終
末
期
が
対
象
と
さ
れ
て
い

た
緩
和
ケ
ア
で
す
が
、「
が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
」で「
治
療
の
初
期
段
階
か
ら
必
要
」と

の
指
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
様
相
が
変
わ
っ
て

き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

溝
上
　
私
も
か
つ
て
は
看
取
り
だ
け
に
か
か
わ

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
チ
ー

ム
に
参
加
し
て
、早
期
か
ら
必
要
な
ケ
ア
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

渡
邉
　
ケ
ア
内
容
も
、身
体
的
な
痛
み
だ
け
で

な
く
、精
神
的
苦
痛
や
経
済
面
な
ど
の
社
会
的

苦
痛
に
対
す
る
ケ
ア
な
ど
全
人
的
な
対
応
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
野
　
が
ん
治
療
の
進
歩
に
伴
い
療
養
期
間
が

長
く
な
り
、選
択
肢
も
増
え
た
こ
と
で
、自
分
ら

し
く
生
き
た
い
と
願
う
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、患
者
さ
ん
の
希
望
に
寄
り
添
い
、納

得
で
き
る
意
思
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
え

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。医
療
側
の
価
値
観
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、ニ
ー
ズ
を
的
確
に

を
束
ね
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
で
す
ね
。

高
野
　
西
本
先
生
が
専
従
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
精
神
的
な
苦
痛

や
、せ
ん
妄
と
い
う
意
識
障
害
に
も
早
期
に
か

か
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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り
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チ
ベ
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ョ
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向
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コ
ン
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イ
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取
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の
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上
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。
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「
身
体
の
痛
み・こ
こ
ろ
の
辛
さ
」

と
は
、う
ま
く
付
き
合
え
ま
す
。

放
射
線
治
療
で
疼
痛
緩
和
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん・ご
家
族
に
寄
り
添
う

相
談
窓
口
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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栄養部 栄養管理部門長（管理栄養士）
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栄
養
管
理
の
た
め
、栄
養
補
助
食

品
な
ど
の
ご
相
談
に
乗
り
ま
す
。

が
ん
治
療
と
緩
和
ケ
ア
は
、い
つ
も

ど
ん
な
と
き
で
も
二
人
三
脚
。

息
の
つ
ら
さ
と
気
持
ち
の
つ
ら
さ

に
寄
り
添
っ
て
治
療
し
ま
す
。

お
し
っ
こ
の
こ
と
や
尿
道
カ
テ
ー
テ

ル
の
問
題
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

片山教授を中心に、多職種のメンバーが互いの専門性を生かして業務に当たっています。

外
科
医
と
し
て
、緩
和
的
手
術
治
療

と
栄
養
法
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
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緩和ケアチームリーダー
子どものこころの発達研究センター
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こさか・ひろたか

引
き
出
す
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
本
　
終
末
期
の
患
者
さ
ん
に
早
い
段
階
か

ら
告
知
し
て
、予
想
さ
れ
る
症
状
や
状
況
を
想

定
し
た
上
で
、対
策
を
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ

て
お
く「
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」も

新
し
い
流
れ
で
す
。県
内
で
は
昨
年
初
め
て
本

院
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

渡
邉
　
平
成
12
年
に
日
本
緩
和
医
療
学
会
が

「
が
ん
疼
痛
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し

て
以
降
、医
療
用
麻
薬
を
積
極
的
に
使
う
よ
う

に
な
り
、成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も

ま
だ
、「
中
毒
に
な
る
」「
末
期
に
使
う
薬
」と

い
っ
た
誤
解
が
患
者
さ
ん
や
医
療
従
事
者
の
間

に
根
強
い
の
も
事
実
で
す
。

成
瀨
　「
が
ん
リ
ハ
ビ
リ
」と
い
う
考
え
方
が

導
入
さ
れ
、セ
ラ
ピ
ス
ト
が
が
ん
医
療
に
か
か

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
が
大
き
な
進
歩

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
野
　
目
標
を
共
有
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
支

援
し
て
く
れ
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
参
画
は
、患

者
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
福
音
に
な
っ
て
い

ま
す
。

西
本
　
高
齢
化
が
進
行
す
る
一
方
、医
療
機
関

の
ベッ
ド
数
や
介
護
施
設
数
が
増
え
な
い
た
め
、

在
宅
緩
和
ケ
ア
の
環
境
整
備
が
不
可
欠

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
切
れ
目
な
く
」目
指
す

|
最
後
に
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。
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に
は
看
取
り
の
場

が
定
ま
ら
な
い
死
者
が
47
万
人
に
増
え
る
と
推

計
し
て
い
ま
す
。大
局
的
に
は
こ
の「
47
万
人

問
題
」へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

高
野
　
現
在
は
80
％
以
上
が
病
院
で
看
取
ら

れ
て
い
ま
す
が
、推
計
で
は
約
50
％
に
下
が
る

と
さ
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て
い
ま
す
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れ
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つ
あ
る「
自
宅
で

看
取
る
」文
化
を
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う
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度
見
直
す
と
と
も
に
、

在
宅
緩
和
ケ
ア
の
整
備
が
不
可
欠
だ
と
思
わ
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す
。
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患
者
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が
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も
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分
が
望
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生
活
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環
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く
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が
求
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に
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ア
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ム
が
必
要
な
い
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を
実
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る
こ
と
が
究
極
の
目
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と
い
う
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と
で

す
ね
。

溝
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そ
の
方
策
の
一
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と
し
て
、神
経
ブ
ロ
ッ

ク
の
技
術
を
在
宅
に
応
用
す
る
試
み
を
始
め
て

い
ま
す
。例
え
ば
、カ
テ
ー
テ
ル
で
局
部
に
薬
剤

を
持
続
的
に
送
り
込
む
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
治
療
法
が
あ
る
の
で
す
が
、ポ
ー
ト
を
腰
に

埋
め
込
む
こ
と
に
よ
り
、か
か
り
つ
け
医
が
往

診
で
薬
を
交
換
す
る
だ
け
で
在
宅
で
も
痛
み

を
コ
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ト
ロ
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ル
で
き
ま
す
。

高
野
　
実
例
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
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た
だ
、衛
生
管
理
や
薬
の
管
理
を
状
況
に
応
じ

徹
底
す
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。事
故
が

起
き
る
よ
う
で
は
本
末
転
倒
で
す
か
ら
、制
度

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

西
本
　
本
院
に
限
ら
ず
医
療
従
事
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。日
々
の
診
療
や
ケ
ア
で
患
者
さ
ん

|
緩
和
ケ
ア
の
課
題
や
目
指
す
べ
き
方
向
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

の
ニ
ー
ズ
を
う
ま
く
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、患
者
さ
ん
、医
療
従
事
者
双
方
の
ス
ト
レ
ス

が
減
り
ま
す
。ま
た
、若
手
に
積
極
的
に
緩
和

ケ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、チ
ー
ム
を
質
量

と
も
に
た
く
ま
し
く
す
る
こ
と
で
在
宅
ケ
ア
に

も
手
が
回
る
体
制
を
築
き
た
い
で
す
ね
。      
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付
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と
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回
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築
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溝
上
　
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
麻
酔
科
医
の
ス
キ

ル
が
有
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で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
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ど
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り
込
ん
で

育
て
て
い
く
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も
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で
す
。

高
野
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の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
の
で
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た
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前
の
医
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に
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
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す
ね
。啓
発
活
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ろ
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例
経
験
の

蓄
積
を
通
し
て
緩
和
ケ
ア
の
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用
性
の
理
解

と
技
術
を
広
め
る
こ
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大
切
だ
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考
え
て

い
ま
す
。

渡
邉
　
緩
和
ケ
ア
に
対
す
る
潜
在
ニ
ー
ズ
は
多
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と
思
い
ま
す
。緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
な
く
て
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対
応
で
き
る
患
者
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し
ゃ
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は

ず
な
の
で
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医
療
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タ
ッ
フ
が
一
定
の
ス
キ

ル
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身
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付
け
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必
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ま
す
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域
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医
療
機
関
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緩
和
ケ
ア
に
対
す
る
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識
も
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
の
が
実
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で
す
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で
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や
啓

発
に
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入
れ
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よ
び
地
域
全
体
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底
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め
た
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ま
す
。ま
た
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欠

け
た
ら
機
能
不
全
に
陥
る
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困
る
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で
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各
職
種
で
後
継
者
を
育
て
て
い
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こ
と
も
大
事
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す
ね
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成
瀨
　「
が
ん
リ
ハ
ビ
リ
」は
特
殊
な
分
野
で

は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、参
加
す
る
セ
ラ

ピ
ス
ト
を
増
や
し
た
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で
す
ね
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よ
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多
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患
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ん
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日
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動
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が
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。
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や
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「
患
者
さ
ん
の
要
望
に
沿
い
な
が
ら

　質
の
高
い
栄
養
管
理
目
指
す
」

リポート

はやせ・みか
昭和48年、福井県福井市出身。平
成8年、広島県立広島女子大学家
政学部食物栄養学科卒業。鯖江
市の給食会社に勤務後、平成9年
11月、福井医科大学医学部附属
病院（現福井大学医学部附属病院）
栄養部に管理栄養士として入職。
現在は主任管理栄養士兼栄養サ
ポートチーム（NST）コアメンバー。
日本栄養士会認定のTNT-D認定
管理栄養士、日本静脈経腸栄養学
会認定のNST専門療法士。所属
学会は日本静脈経腸栄養学会、日
本病態栄養学会。

管
理
栄
養
士
の
１
日
に
密
着
！

栄養管理計画書の作成など

早
瀬 

美
香
さ
ん

8:30～9:20

栄養部・オフィス
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野菜中心の食事を心がけています 栄養部打ち合わせ

栄
養
部 

主
任
管
理
栄
養
士

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

　部内のミーティングの後、担当病棟に入院
した患者さんの栄養管理計画書を作成しま
す。対象となるのは前日に入院し、主治医が
「特別な栄養管理の必要性あり」とした患者
さんです。栄養管理の指針となるだけでなく、
入院基本料の請求にも不可欠ですので、電
子カルテの入院時情報や状態評価に基づい
て慎重・詳細に記入していきます。
　「必要性なし」とされた患者さんについて
も、入院中に状態が変化していきますので、
1週間から2週間単位でチェックし、栄養状態
が悪くなっている場合は栄養管理計画を策
定します。前日に退院した患者さんの退院登
録も併せて行います。

NST対象者の資料作成

10:00～11:00

栄養部・オフィス

　午後のNSTカンファレンスと病棟ラウン
ドに備え、対象になっている患者さんに関
する資料づくりを行います。記載情報は身
長・体重、病歴や状態、現在の栄養メニュー
（食事、輸液、経管栄養など）、治療内容と
問題点、必要な栄養量、主治医の見解など
です。必要に応じて主治医や病棟看護師に
問い合わせたり、直接、患者さんと面談し
たりして状態を確認することもあります。

栄養食事指導

11:00～12:00

外来病棟・栄養相談室

　外来患者さんに対する栄養食事指導は
週に1回担当しています。事前に主治医から
オーダーがあり、それに基づいて訪れる患
者さんに栄養や食事に関するアドバイスや
提案を行います。過去に相談したことのあ
る患者さんだと、飛び込みで来られる場合
もあります。
　担当曜日が固定していることもあり、私
の場合は小児科や腎臓内科の患者さんが
比較的多いようです。小児科の患者さんは
肥満や成長が遅いお子さんが主ですが、先
天性代謝異常で特定の成分を食事から除か
なければならないお子さんもたまにいます。
腎臓内科では糖尿病、腎臓病、高血圧など
の患者さんが中心になります。
　主治医からのオーダーで初めて知るよう
な珍しい病気に出くわすこともあります。
しっかりアドバイスできるよう、相談前に可
能な限り調べておくように努めています。

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
栄
養

部
は
昼
・
夕
食
の
献
立
選
択
制
や
管

理
栄
養
士
の
病
棟
別
担
当
制
を
は
じ

め
、入
院
患
者
さ
ん
に
可
能
な
限
り

個
別
対
応
す
る
な
ど
、き
め
細
か
な

食
事
提
供
と
栄
養
管
理
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。特
別
な
栄
養
支
援
が

必
要
な
患
者
さ
ん
に
は
栄
養
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）が
多
面
的
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
コ
ア
メ
ン

バ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
管
理
栄
養

士
の
１
日
に
密
着
し
ま
し
た
。

患者さん訪問
9:20～9:40

小児科病棟

　私が担当している小児科病棟で特に気にか
かっている患者さんの様子を見に行きました。
　この業務は栄養管理計画に沿って状態確
認と評価を行うもので、病棟看護師から提
供される情報を基に、患者さんに出してい
る食事が適切か、あまり食べていなければ、
主治医、看護師、患者さん、患者さんのご
家族らと話してその理由を探り、改善策を
考えます。
　今日はご家族から、化学療法を受けてい

調理師長と打ち合わせ

9:40～10:00

栄養部・厨房

　先ほどの患者さんからの要望にどう対応
するかを調理師長に相談しました。個人的
にはイレギュラーな要望にも極力、応えた
いと思っており、できる範囲で工夫していま
す。ただし、往々にして物理的に不可能な場
合がありますし、たとえ可能でも患者さん
によって不公平が生じないように配慮する
必要もあり、悩ましいところです。

栄養食事指導

るせいか温かいご飯だとにおいが気になっ
て食べられないので、冷めたご飯に変えて
ほしいとか、料理を細かくカットしてほしい
という要望がありました。
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リポート

はやせ・みか
昭和48年、福井県福井市出身。平
成8年、広島県立広島女子大学家
政学部食物栄養学科卒業。鯖江
市の給食会社に勤務後、平成9年
11月、福井医科大学医学部附属
病院（現福井大学医学部附属病院）
栄養部に管理栄養士として入職。
現在は主任管理栄養士兼栄養サ
ポートチーム（NST）コアメンバー。
日本栄養士会認定のTNT-D認定
管理栄養士、日本静脈経腸栄養学
会認定のNST専門療法士。所属
学会は日本静脈経腸栄養学会、日
本病態栄養学会。
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栄養管理計画書の作成など
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香
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8:30～9:20

栄養部・オフィス
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野菜中心の食事を心がけています 栄養部打ち合わせ
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　部内のミーティングの後、担当病棟に入院
した患者さんの栄養管理計画書を作成しま
す。対象となるのは前日に入院し、主治医が
「特別な栄養管理の必要性あり」とした患者
さんです。栄養管理の指針となるだけでなく、
入院基本料の請求にも不可欠ですので、電
子カルテの入院時情報や状態評価に基づい
て慎重・詳細に記入していきます。
　「必要性なし」とされた患者さんについて
も、入院中に状態が変化していきますので、
1週間から2週間単位でチェックし、栄養状態
が悪くなっている場合は栄養管理計画を策
定します。前日に退院した患者さんの退院登
録も併せて行います。

NST対象者の資料作成

10:00～11:00

栄養部・オフィス

　午後のNSTカンファレンスと病棟ラウン
ドに備え、対象になっている患者さんに関
する資料づくりを行います。記載情報は身
長・体重、病歴や状態、現在の栄養メニュー
（食事、輸液、経管栄養など）、治療内容と
問題点、必要な栄養量、主治医の見解など
です。必要に応じて主治医や病棟看護師に
問い合わせたり、直接、患者さんと面談し
たりして状態を確認することもあります。

栄養食事指導

11:00～12:00

外来病棟・栄養相談室

　外来患者さんに対する栄養食事指導は
週に1回担当しています。事前に主治医から
オーダーがあり、それに基づいて訪れる患
者さんに栄養や食事に関するアドバイスや
提案を行います。過去に相談したことのあ
る患者さんだと、飛び込みで来られる場合
もあります。
　担当曜日が固定していることもあり、私
の場合は小児科や腎臓内科の患者さんが
比較的多いようです。小児科の患者さんは
肥満や成長が遅いお子さんが主ですが、先
天性代謝異常で特定の成分を食事から除か
なければならないお子さんもたまにいます。
腎臓内科では糖尿病、腎臓病、高血圧など
の患者さんが中心になります。
　主治医からのオーダーで初めて知るよう
な珍しい病気に出くわすこともあります。
しっかりアドバイスできるよう、相談前に可
能な限り調べておくように努めています。
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患者さん訪問
9:20～9:40

小児科病棟

　私が担当している小児科病棟で特に気にか
かっている患者さんの様子を見に行きました。
　この業務は栄養管理計画に沿って状態確
認と評価を行うもので、病棟看護師から提
供される情報を基に、患者さんに出してい
る食事が適切か、あまり食べていなければ、
主治医、看護師、患者さん、患者さんのご
家族らと話してその理由を探り、改善策を
考えます。
　今日はご家族から、化学療法を受けてい

調理師長と打ち合わせ
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　先ほどの患者さんからの要望にどう対応
するかを調理師長に相談しました。個人的
にはイレギュラーな要望にも極力、応えた
いと思っており、できる範囲で工夫していま
す。ただし、往々にして物理的に不可能な場
合がありますし、たとえ可能でも患者さん
によって不公平が生じないように配慮する
必要もあり、悩ましいところです。

栄養食事指導

るせいか温かいご飯だとにおいが気になっ
て食べられないので、冷めたご飯に変えて
ほしいとか、料理を細かくカットしてほしい
という要望がありました。
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（上）患者さんへの説明も重要 NST病棟ラウンドにも参加
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NSTカンファレンス

13:00～14:30

集中治療部・カンファレンス室

　NSTは特別な栄養支援が必要だと判断
された入院患者さんに対して、医師、看護
師、管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師、
言語聴覚士らがチームを組んでサポートす
る栄養ケアサービスです。コアメンバーは8
人で、栄養部と薬剤部からは2人ずつ参加し
ています。
　チームは週に1回、カンファレンスと病棟
ラウンドを行い、多面的な観点から患者さ
んの経過、状態確認、問題点の把握、対応
策の検討などを行い、主治医や病棟看護師
に提案し、栄養管理の面から患者さんの状
態改善を目指します。
　今週のカンファレンスは10人の対象患者
さんについて、私が午前中に作成した資料
に基づいて行いました。片山教授を中心に、
私と薬剤師が情報提供や解説を行いなが
ら進めます。事前に自分なりの提案をまと
めておくことも求められます。

NST病棟ラウンド
14:30～17:00

各科病棟

　カンファレンスでの検討に基づき、NSTメ
ンバーが対象患者さんのベッドサイドやナー
スステーションに赴き、主治医や病棟看護
師も交えて状態の最終確認を行った上で、
チームとしての提案をカルテに記入します。
　1人当たり10分前後を費やしますので、
ほとんどの場合、夕方までかかります。

NSTカンファレンスで情報共有

NST病棟ラウンドにも参加

地域連携パスを使った
在宅医療を推進しています。
　地域連携パスは、診療に当たる複数の医療機関が役割

分担を決め、あらかじめ診療内容を提示・説明することによ

り、患者さんが安心して質の高い医療を受けられるように

するものです。急性期病院から回復期病院を経て、患者さ

んが自宅に早期に帰れるような診療計画を作成・共有する

ことで、「地域完結型医療」を実現します。

地域連携の流れ

Bulletin Board  － 掲示板 －

お問い合わせ
地域医療連携部 TEL.0776-61-8451　http://www.hosp.u-fukui.ac.jp/tiikirenkei/

県内の関連する病院が共同で作成しています。
病院ごとに役割を決めています。
病院ごとに連携方法を決めています。

それぞれの病院で、病状や治療方針について説
明をしています。
食事・介護の方法、介護保険サービスの利用な
どについて支援しています。

入院から在宅までの全体計画を立てます。
連携する医療機関の支援を行います。

地域連携
パスは

連携する
医療機関では

本院では

・
・
・

・
・

・

・

本　院 回復期を担う病院 かかりつけ医

入院
検査・手術

リハビリ
お薬・検査

在宅医療
お薬・検査

・がん
・急性心筋梗塞
・狭心症
・在宅緩和ケア

定期的に
情報交換を行い、
随時対応します。

情 報 交 換

紹 介 ・ 入 院

転院 退院

退　院

在宅復帰後

昼食

12:00～13:00

栄養部・オフィス

　昼食はほとんど院内の売店で購入するお
弁当やサンドイッチです。管理栄養士の手
前、購入時は患者さんの視線がとても気に
なります。後ろ指を指されることがないよう、
必ず野菜サラダなどを組み合わせるように
しています。間違ってもカップ麺のみという
ことはありません（笑）
　ローテーションが回ってきた日は、標準
食の検食を行います。医師と管理栄養士は
毎食必ずだれかが担当し、看護師や事務職
員が加わることもあります。今日の昼食は
栄養部長でNSTチェアマンでもある片山寛
次教授が検食担当でした。

検食も大切な業務

研修者への説明
17:00～18:00

栄養部・オフィス

　NST研修のため来院した他病院の管理
栄養士に事後説明を行いました。

栄養管理計画書の作成

18：00～19：00

栄養部・オフィス

　午前中に行っていた栄養管理計画表を仕
上げてから帰宅です。お疲れ様でした。

クリニック

・脳卒中
・大腿骨骨折
・頸部骨折
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前、購入時は患者さんの視線がとても気に
なります。後ろ指を指されることがないよう、
必ず野菜サラダなどを組み合わせるように
しています。間違ってもカップ麺のみという
ことはありません（笑）
　ローテーションが回ってきた日は、標準
食の検食を行います。医師と管理栄養士は
毎食必ずだれかが担当し、看護師や事務職
員が加わることもあります。今日の昼食は
栄養部長でNSTチェアマンでもある片山寛
次教授が検食担当でした。

検食も大切な業務

研修者への説明
17:00～18:00

栄養部・オフィス

　NST研修のため来院した他病院の管理
栄養士に事後説明を行いました。

栄養管理計画書の作成

18：00～19：00

栄養部・オフィス

　午前中に行っていた栄養管理計画表を仕
上げてから帰宅です。お疲れ様でした。

クリニック

・脳卒中
・大腿骨骨折
・頸部骨折
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疲れをためないことが
若さを保つ第一歩

　
人
間
の
体
は
仕
事
や
運
動
、ス
ト
レ
ス

な
ど
で
負
荷
が
か
か
る
と
、体
内
に
活

性
酸
素
を
発
生
さ
せ
ま
す
。活
性
酸
素

は
細
胞
を
攻
撃
し
、ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま

す
が
、傷
つ
い
た
細
胞
か
ら
発
生
す
る
の

が「
疲
労
物
質（
Ｆ
Ｆ
）」で
す
。こ
の
疲

労
物
質
こ
そ
が
疲
労
の
原
因
で
あ
り
、

蓄
積
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
疲
労
が
増
し
た

状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
運
動
に
よ
る
肉
体
的
疲
労
、デ
ス
ク

ワ
ー
ク
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
精
神
的
疲
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労
で
も
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。そ
し
て
蓄
積
し
た
疲
労
物

質
は
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、糖
尿
病
や

心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め
、

多
く
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、人
間
の
体
は
よ
く
で
き
て

お
り
、疲
れ
て
も
し
っ
か
り
休
息
を
と
れ

ば
自
然
と
回
復
し
ま
す
。疲
労
物
質
が

体
内
に
蓄
積
す
る
と
、そ
れ
に
対
抗
す

る
よ
う
に「
疲
労
回
復
物
質（
Ｆ
Ｒ
）」を

発
生
さ
せ
、傷
つ
い
た
細
胞
を
修
復
し
て

疲
労
を
回
復
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
備

え
て
い
る
た
め
で
す
。た
だ
し
、同
じ
運

動
を
し
て
も
翌
日
に
疲
れ
が
残
り
や
す

い
人
と
、そ
う
で
な
い
人
が
い
る
よ
う
に
、

疲
労
回
復
物
質
の
働
き
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、加
齢
と
と
も
に
そ
の

働
き
は
鈍
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
若
い
こ
ろ
は
仕
事
や
運
動
で
少
々
、無

理
を
し
て
も
一
晩
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ば
体
力

は
回
復
し
た
も
の
で
す
。と
こ
ろ
が
年
齢

を
重
ね
る
と
、ど
れ
ほ
ど
休
息
し
て
も
疲

れ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。お
酒
を

飲
ま
れ
る
方
な
ら
、翌
日
の
ア
ル
コ
ー
ル

の
残
り
方
が
若
い
こ
ろ
と
ま
っ
た
く
違
う

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。こ
れ

ら
は
加
齢
か
ら
く
る
疲
労
回
復
物
質
の

働
き
の
衰
え
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
疲
労
回
復
に
効
果
的
な
成
分
と
し
て

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が「
イ
ミ
ダ
ペ

プ
チ
ド
」で
す
。こ
の
物
質
は
鶏
の
ム
ネ

肉
や
マ
グ
ロ
、カ
ツ
オ
の
赤
身
な
ど
長
時

間
連
続
し
て
運
動
す
る
動
物
の
筋
肉
組

織
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。渡
り
鳥

が
何
万
キ
ロ
も
の
距
離
を
飛
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
、マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ

な
ど
の
回
遊
魚
が
休
み
な
く
泳
ぎ
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、こ
の
イ
ミ
ダ
ペ

プ
チ
ド
に
秘
密
が
あ
っ
た
の
で
す
。イ
ミ

ダ
ペ
プ
チ
ド
は
暑
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
、夏
バ
テ
予
防
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は
外
見
上
の
若

さ
を
保
つ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。疲
労

物
質
が
蓄
積
し
て
細
胞
を
傷
つ
け
続
け

る
と
、細
胞
が
元
に
戻
ら
な
く
な
り
、老

化
を
早
め
て
し
ま
い
ま
す
。横
に
な
っ
て

体
を
休
め
た
つ
も
り
で
も
、考
え
事
を
し

て
い
る
と
脳
は
働
き
続
け
、疲
労
が
と
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。心
身
と
も
に
疲

労
を
た
め
な
い
こ
と
が
手
軽
に
で
き
る

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
第
一
歩
で
す
。

「
疲
労
物
質
」
が
病
気
の
原
因
に

加
齢
で
回
復
力
に
衰
え

夏
バ
テ
予
防
に
「
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ
ド
」

6

疲労大国ニッポン─ 何かと生活環境が変化する
4月に続き、新生活がひと段落した5月は疲労が出
やすい時期。疲労は健康を守るために体から発
せられる重要なサインですが、その詳しいメカニ
ズムは分かっていませんでした。しかし近年、さま
ざまな研究によって、疲労の正体が明らかになっ
ています。

【疲労と疲労回復のメカニズム】
仕事や運動、ストレスなどで体に負荷がかかる

↓
体内で活性酸素が発生する

↓
活性酸素に攻撃された細胞がダメージを受ける

↓
疲労物質（FF）が発生

↓
免疫力が低下してさまざまな病気の原因となる

↓
疲労物質が増えると、疲労回復物質（FR）が発生し、

傷ついた細胞を修復する

2021

副
作
用
を
起
こ
す
危
険
性
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、

「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
」を
賢
く
利
用
し
て

自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

良食
良薬

カラダがよころぶ
健康食材

●
セ
ル
フ
・
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、体
は
本
来
備
わ
っ
て

い
る
基
礎
体
力
や
免
疫
力
な
ど
の
自
然
治
癒
力
で

治
そ
う
と
し
ま
す
。し
か
し
、症
状
に
よ
っ
て
は
、自

分
の
力
だ
け
で
は
治
癒
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
の
が
薬
や
治
療
で
す
。

　
病
気
に
よ
っ
て
は
、軽
い
う
ち
に
自
分
で
治
す
こ

と
の
で
き
る
症
状
も
多
く
、〝
薬
を
飲
む
〞な
ど
の
対

処
で
、自
分
の
健
康
を
自
分
で
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任

を
持
ち
、軽
度
な
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

こ
と
」を
セ
ル
フ・メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。

●
医
療
薬
と
市
販
薬
の
違
い

　
薬
に
は
大
き
く
分
け
て
、医
療
用
医
薬
品（
医
療

薬
）と
一
般
用
医
薬
品（
市
販
薬
）と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
薬
は
医
師
が
処
方
す
る
薬
の
こ
と
で
、市
販
薬

は
薬
局・薬
店
で
買
え
る
薬
の
こ
と
で
す
。市
販
薬
は
、

薬
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
売
ら
れ
る
薬
＝

O
v
e
r  T

h
e  C

o
u
n
te
r

の
略
か
ら「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
」と
も
言
い
ま
す
。

　
従
来
の
市
販
薬
は
、だ
れ
で
も
安
心
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
、安
全
性
が
高
く
副
作
用
が
少
な
く
な
る

よ
う
な
配
合
の
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、最
近

で
は
、医
療
薬
の
成
分
を
市
販
薬
に
転
用（
ス
イ
ッ
チ

化
）し
た〝
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
〞が
販
売
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

●
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
役
割

　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と
し
て
認
可
さ
れ
る
の
は
、医

療
薬
の
中
で
も
使
用
実
績
が
あ
り
、副
作
用
の
心
配

が
少
な
く
、適
正
に
使
用
す
る
た
め
の
情
報
が
整
備

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
医
薬
品
で
す
。

　
そ
の
目
的
は
、「
軽
度
な
疾
病
に
伴
う
症
状
の
改

善
、健
康
維
持・増
進
、及
び
保
健
衛
生
」か
ら「
生
活

習
慣
病
等
の
疾
病
に
伴
う
症
状
発
現
の
予
防
、生
活

の
質
の
改
善・向
上
」に
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。今

後
、ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
正
し
く
使
い
こ
な
す
た
め
に

　
薬
は
体
に
と
っ
て
異
物
で
す
。間
違
っ
た
使
用
方

法
で
は
害
を
与
え
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
適
切
に
使
え
ば
、自
分
の
健

康
を
守
る
の
に
強
力
な
味
方
と
な
り
ま
す
。

　
含
ま
れ
る
成
分
や
濃
度
に
よ
っ
て
は
、ス
イ
ッ
チ
さ

れ
て
し
ば
ら
く
の
間
は
、薬
剤
師
の
い
る
薬
局
で
し

か
買
う
こ
と
の
で
き
な
い「
指
定
薬
」と
な
り
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
は
、ち
ょ
っ
と
体
調
が
悪
い
時
に

自
分
で
治
す
こ
と
の
で
き
る
セ
ル
フ・メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
有
用
で
あ
る
一
方
、正
し
く
使
用
し
な
い

と
副
作
用
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
や
、使
っ
て
は
い
け
な

い
症
状
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
薬
剤
師
に
相
談
し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。い
つ
も
行
く「
か
か
り
つ
け
薬
局
」を

持
つ
と
、相
談
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。な

お
、正
し
く
服
用
し
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

に
は
、早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

斎
木 

明
子

さ
い  

き    

あ
き 

こ

薬
剤
部

体
質
や
病
状
に
合
っ
た

薬
の
選
び
方
や
使
い
方
を

正
し
く
理
解
し
て
、

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
る
？

セ
ル
フ・

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

イミダペプチド
アミノ酸結合体。種々の動物の骨格筋に広く分布し、
激しい運動で発生する体内の活性酸素を消去する強
力な抗酸化作用を持つ。

ミニ用語解説

ち
　
ゆ
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、疲
労
が
と
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。心
身
と
も
に
疲

労
を
た
め
な
い
こ
と
が
手
軽
に
で
き
る

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
第
一
歩
で
す
。

「
疲
労
物
質
」
が
病
気
の
原
因
に

加
齢
で
回
復
力
に
衰
え

夏
バ
テ
予
防
に
「
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ
ド
」

6

疲労大国ニッポン─ 何かと生活環境が変化する
4月に続き、新生活がひと段落した5月は疲労が出
やすい時期。疲労は健康を守るために体から発
せられる重要なサインですが、その詳しいメカニ
ズムは分かっていませんでした。しかし近年、さま
ざまな研究によって、疲労の正体が明らかになっ
ています。

【疲労と疲労回復のメカニズム】
仕事や運動、ストレスなどで体に負荷がかかる

↓
体内で活性酸素が発生する

↓
活性酸素に攻撃された細胞がダメージを受ける

↓
疲労物質（FF）が発生

↓
免疫力が低下してさまざまな病気の原因となる

↓
疲労物質が増えると、疲労回復物質（FR）が発生し、

傷ついた細胞を修復する

2021

副
作
用
を
起
こ
す
危
険
性
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
、

「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
」を
賢
く
利
用
し
て

自
分
の
健
康
は
自
分
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

良食
良薬

カラダがよころぶ
健康食材

●
セ
ル
フ
・
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、体
は
本
来
備
わ
っ
て

い
る
基
礎
体
力
や
免
疫
力
な
ど
の
自
然
治
癒
力
で

治
そ
う
と
し
ま
す
。し
か
し
、症
状
に
よ
っ
て
は
、自

分
の
力
だ
け
で
は
治
癒
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
助
け
る
た
め
に
必
要
な
の
が
薬
や
治
療
で
す
。

　
病
気
に
よ
っ
て
は
、軽
い
う
ち
に
自
分
で
治
す
こ

と
の
で
き
る
症
状
も
多
く
、〝
薬
を
飲
む
〞な
ど
の
対

処
で
、自
分
の
健
康
を
自
分
で
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任

を
持
ち
、軽
度
な
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

こ
と
」を
セ
ル
フ・メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま
す
。

●
医
療
薬
と
市
販
薬
の
違
い

　
薬
に
は
大
き
く
分
け
て
、医
療
用
医
薬
品（
医
療

薬
）と
一
般
用
医
薬
品（
市
販
薬
）と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
薬
は
医
師
が
処
方
す
る
薬
の
こ
と
で
、市
販
薬

は
薬
局・薬
店
で
買
え
る
薬
の
こ
と
で
す
。市
販
薬
は
、

薬
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
売
ら
れ
る
薬
＝

O
v
e
r  T

h
e  C

o
u
n
te
r

の
略
か
ら「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
」と
も
言
い
ま
す
。

　
従
来
の
市
販
薬
は
、だ
れ
で
も
安
心
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
、安
全
性
が
高
く
副
作
用
が
少
な
く
な
る

よ
う
な
配
合
の
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、最
近

で
は
、医
療
薬
の
成
分
を
市
販
薬
に
転
用（
ス
イ
ッ
チ

化
）し
た〝
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
〞が
販
売
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

●
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
役
割

　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と
し
て
認
可
さ
れ
る
の
は
、医

療
薬
の
中
で
も
使
用
実
績
が
あ
り
、副
作
用
の
心
配

が
少
な
く
、適
正
に
使
用
す
る
た
め
の
情
報
が
整
備

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
医
薬
品
で
す
。

　
そ
の
目
的
は
、「
軽
度
な
疾
病
に
伴
う
症
状
の
改

善
、健
康
維
持・増
進
、及
び
保
健
衛
生
」か
ら「
生
活

習
慣
病
等
の
疾
病
に
伴
う
症
状
発
現
の
予
防
、生
活

の
質
の
改
善・向
上
」に
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。今

後
、ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
正
し
く
使
い
こ
な
す
た
め
に

　
薬
は
体
に
と
っ
て
異
物
で
す
。間
違
っ
た
使
用
方

法
で
は
害
を
与
え
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
適
切
に
使
え
ば
、自
分
の
健

康
を
守
る
の
に
強
力
な
味
方
と
な
り
ま
す
。

　
含
ま
れ
る
成
分
や
濃
度
に
よ
っ
て
は
、ス
イ
ッ
チ
さ

れ
て
し
ば
ら
く
の
間
は
、薬
剤
師
の
い
る
薬
局
で
し

か
買
う
こ
と
の
で
き
な
い「
指
定
薬
」と
な
り
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
は
、ち
ょ
っ
と
体
調
が
悪
い
時
に

自
分
で
治
す
こ
と
の
で
き
る
セ
ル
フ・メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
有
用
で
あ
る
一
方
、正
し
く
使
用
し
な
い

と
副
作
用
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
他
の
薬
と
の
飲
み
合
わ
せ
や
、使
っ
て
は
い
け
な

い
症
状
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
薬
剤
師
に
相
談
し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。い
つ
も
行
く「
か
か
り
つ
け
薬
局
」を

持
つ
と
、相
談
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。な

お
、正
し
く
服
用
し
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

に
は
、早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

斎
木 

明
子

さ
い  

き    

あ
き 

こ

薬
剤
部

体
質
や
病
状
に
合
っ
た

薬
の
選
び
方
や
使
い
方
を

正
し
く
理
解
し
て
、

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
る
？

セ
ル
フ・

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

イミダペプチド
アミノ酸結合体。種々の動物の骨格筋に広く分布し、
激しい運動で発生する体内の活性酸素を消去する強
力な抗酸化作用を持つ。

ミニ用語解説

ち
　
ゆ



外来棟１・２階の通路に掲示し
てある新病棟の完成イメージ
図を、現在の建設風景の写真と
随時取り替えてはいかがで
しょうか。

子どもが毎週小児科を受診
していますが、診察室のいす
が破れているものや音の出
るものがあり、気になります。

大腸検査を受ける際、待ち時
間が長いため、エレベーター
付近の待機場所にテレビの
設置を希望します。

●
奥
越
で
は
桜
に
雪
が
積
も
っ
た
り
と

不
安
定
な
天
気
で
し
た
が
、や
っ
と
春

め
い
て
き
ま
し
た
。山
々
に
は
若
葉
が

き
ら
め
き
、田
ん
ぼ
で
は
カ
エ
ル
の
合

唱
が
聞
こ
え
始
め
て
、巡
っ
て
く
る
季

節
の
移
ろ
い
に
安
心
と
感
謝
の
念
を
抱

い
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

●
今
回
は「
経
営
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

藤
枝
副
病
院
長
に
経
営
改
善
策
の
成

果
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。理
念
の「
最
高
・
最
新
の
医
療
を

安
心
と
信
頼
の
下
で
」か
ら
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
組
織
の 

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
努
力
す
べ

き
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

●
座
談
会
は
、緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
各

職
種
の
専
門
性
を
生
か
し
た
患
者
サ

ポ
ー
ト
が
話
題
で
し
た
。病
院
か
ら
自

宅
へ
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
実
施
に
は
ス

ム
ー
ズ
な
地
域
連
携
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。他
に
も
Ｎ
Ｓ
Ｔ
や
Ｒ
Ｓ
Ｔ
な

ど
多
職
種
が
横
断
的
に
か
か
わ
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
が
本
来
の

「
病
院
」の
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
し
ょ
う
。

●
第
６
号
は「F

ro
n
tie
r

＝
開
拓
者
、

最
先
端
」に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
広
報
室
）

患者さんから寄せられたご意見やご質問に対してお答えしていきます。
随時ご意見やご質問を受け付けております。お気軽にご投稿ください。

新病棟の工事の進捗状況は、福
井大学ホームページの病院再整備
計画ページ「建設日誌」コーナーで
紹介していますので、ぜひご覧くだ
さい。なお、外来棟の廊下にも写真
を随時掲示する予定です。

患者さんの声

ANSWER

VOICE

編
集
後
記

このたび小児科診察室のいすや待
合室の長いすを含め、各科外来の
いすを総点検し、損傷が大きいもの
から更新いたしました。

ANSWER

VOICE

ご意見を受け、外来棟１階エレベー
ター南側の待機場所にテレビを設
置しました。また、ここは中央採血室
の待機場所を兼ねていることから、
長いすを増やし、待合環境を改善し
ましたのでぜひご利用ください。

ANSWER

VOICE

　小児科に子どもが1週間入院しました。親子とも初めての入院でとても不安でしたが、先生、看護師さんをはじめ
皆さんに優しくしていただき、安心して過ごせました。廊下で会うたびに名前で呼んで声をかけてくださいました。
入院中は大変お世話になりありがとうございました。病気の説明も詳しくしていただき、とてもよく分かりました。

　今日は、障害のある80歳の母と1歳の孫を連れて祖母の見舞いに来たのですが、よろず相談窓口の看護師さんが、
来た時も帰る時も母への気遣いや手のかかる孫のことなど、とても親切に対応していただき感謝しています。この
ような家族への対応をしてくださるのは、福井大学病院だけだと思います。感激しました。

感謝のことば
■

■

　放射線治療のために通院していました。病院は、患者にとってとても不安な場所ですが、先生や技師さん、看護師さ
んなど多くの方に支えられ無事に治療を終えられました。患者は、先生を信じて命を預けています。日々の仕事に責
任を持ち、明るく接してくださったことに感謝申し上げます。今後も皆さんの笑顔を忘れず頑張ります。

■

2223

健康お役立ちグッズ
日
本
初
、フ
ケ
原
因
菌
を
抑
え
る

「
ミ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
硝
酸
塩
」配
合
シ
ャ
ン
プ
ー
で
す
。

梅
雨
か
ら
夏
に
向
け
て

ス
キ
ン
ケ
ア
対
策
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
か
？

温
・
多
湿
、紫
外
線
の
強
い

梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、肌
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
た
い

時
期
で
す
。外
気
に
直
接
ふ
れ
る
顔

や
頭
皮
は
特
に
影
響
を
受
け
や
す

く
、フ
ケ
や
炎
症
、湿
疹
が
生
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
フ
ケ
や
か
ゆ
み
、炎
症
の
原
因
と

し
て
は
従
来
、ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
不
足
、洗
い

す
ぎ
や
洗
い
残
し
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
も
要
因
の

一
つ
で
す
が
、近
年
、直
接
的
な
原

因
は
カ
ビ（
真
菌
）で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
顔
や
頭
皮
に
カ
ビ
が
い
る
と
い
う

と
、驚
く
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。で
も
、

こ
れ
は
マ
ラ
セ
チ
ア
と
い
う
常
在
菌

の
一
つ
で
す
。ふ
だ
ん
は
無
害
で
す

が
、皮
脂
や
汗
な
ど
の
分
泌
物
が
増

え
る
と
、そ
れ
ら
の
成
分
を
エ
サ
に

し
て
急
激
に
増
殖
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ラ
ー
ジ
ュ
フ
ル
フ
ル
ネ
ク
ス
ト
は
、

カ
ビ
の
増
殖
を
抑
え
る「
ミ
コ
ナ
ゾ

ー
ル
硝
酸
塩
」を
配
合
し
て
い
ま
す
。

頭
皮
を
す
っ
き
り
洗
い
上
げ
、髪
を
す

こ
や
か
に
保
ち
ま
す
。薬
用・低
刺
激

性
・
無
香
料
・
無
色
素
で
す
か
ら
、肌

が
敏
感
な
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

高

ダ
イ
レ
ク
ト
に
栄
養
を
補
給
。

弾
力
の
あ
る
し
な
や
か
な
髪
に
。

頭
皮
と
髪
に
ダ
ブ
ル
で

優
し
い
保
護
ス
プ
レ
ー

ッ
セ
ン
ス
Ｖ
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
小

さ
い
特
殊
活
性
水
と
植
物
エ
キ
ス
、

イ
オ
ン
化
さ
れ
た
20
種
類
以
上
の
ミ
ネ
ラ
ル

を
配
合
し
て
お
り
、傷
ん
だ
髪
や
頭
皮
を
修

復
し
ま
す
。

　
ま
た
、ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
な
水
分
子
が
不
純

物
を
取
り
去
り
、髪
や
頭
皮
の
保
護
機
能
を

高
め
、新
陳
代
謝
を
活
性
化
し
ま
す
。こ
の

頭
皮
環
境
の
修
復
と
新
陳
代
謝
の
活
性
化
に

よ
り
、育
毛
や
頭
皮（
皮
膚
）を
再
生
す
る
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

エ

「癒しのギャラリー」をご鑑賞ください

シャンプー各種 250ml、500ml、1,000ml　ヘアクリーム 120g
エッセンスV 400ml

　平成24年11月、福和会レストラン・ドトールコーヒーの一角にギャラリ
ーを開設しました。写真、絵画を問わず、展示希望の方の作品を随時展示
していきます。5月の展示作品は鯖江市在住・齋藤和枝さんの「サムホー
ル展」です。重厚な背景に描いた果物や花がくっきりと浮かび上がる静物
画など、力作ぞろいの油彩6点です。
　なお、FUKUIサムホール美術展入賞作品も展示しています。ぜひご鑑
賞ください。 癒しのギャラリー

　窓口や売店などのサービス業務の改善に、今後も一層取り組みますので、ご意見・ご要望等を当財団までお寄せくださる
ようお願い申し上げます。　（一般財団法人福和会）

すっきりさらさらタイプ 200ml、400ml
コラージュフルフルネクスト

いずれも福井大学医学部附属病院の売店・薬店でお買い求めいただけます。   取材協力／一般財団法人福和会



外来棟１・２階の通路に掲示し
てある新病棟の完成イメージ
図を、現在の建設風景の写真と
随時取り替えてはいかがで
しょうか。

子どもが毎週小児科を受診
していますが、診察室のいす
が破れているものや音の出
るものがあり、気になります。

大腸検査を受ける際、待ち時
間が長いため、エレベーター
付近の待機場所にテレビの
設置を希望します。

●
奥
越
で
は
桜
に
雪
が
積
も
っ
た
り
と

不
安
定
な
天
気
で
し
た
が
、や
っ
と
春

め
い
て
き
ま
し
た
。山
々
に
は
若
葉
が

き
ら
め
き
、田
ん
ぼ
で
は
カ
エ
ル
の
合

唱
が
聞
こ
え
始
め
て
、巡
っ
て
く
る
季

節
の
移
ろ
い
に
安
心
と
感
謝
の
念
を
抱

い
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

●
今
回
は「
経
営
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

藤
枝
副
病
院
長
に
経
営
改
善
策
の
成

果
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。理
念
の「
最
高
・
最
新
の
医
療
を

安
心
と
信
頼
の
下
で
」か
ら
ぶ
れ
る
こ

と
な
く
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
組
織
の 

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
努
力
す
べ

き
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

●
座
談
会
は
、緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
各

職
種
の
専
門
性
を
生
か
し
た
患
者
サ

ポ
ー
ト
が
話
題
で
し
た
。病
院
か
ら
自

宅
へ
の
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
実
施
に
は
ス

ム
ー
ズ
な
地
域
連
携
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。他
に
も
Ｎ
Ｓ
Ｔ
や
Ｒ
Ｓ
Ｔ
な

ど
多
職
種
が
横
断
的
に
か
か
わ
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
が
本
来
の

「
病
院
」の
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
し
ょ
う
。

●
第
６
号
は「F

ro
n
tie
r

＝
開
拓
者
、

最
先
端
」に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
広
報
室
）

患者さんから寄せられたご意見やご質問に対してお答えしていきます。
随時ご意見やご質問を受け付けております。お気軽にご投稿ください。

新病棟の工事の進捗状況は、福
井大学ホームページの病院再整備
計画ページ「建設日誌」コーナーで
紹介していますので、ぜひご覧くだ
さい。なお、外来棟の廊下にも写真
を随時掲示する予定です。

患者さんの声

ANSWER

VOICE

編
集
後
記

このたび小児科診察室のいすや待
合室の長いすを含め、各科外来の
いすを総点検し、損傷が大きいもの
から更新いたしました。

ANSWER

VOICE

ご意見を受け、外来棟１階エレベー
ター南側の待機場所にテレビを設
置しました。また、ここは中央採血室
の待機場所を兼ねていることから、
長いすを増やし、待合環境を改善し
ましたのでぜひご利用ください。

ANSWER

VOICE

　小児科に子どもが1週間入院しました。親子とも初めての入院でとても不安でしたが、先生、看護師さんをはじめ
皆さんに優しくしていただき、安心して過ごせました。廊下で会うたびに名前で呼んで声をかけてくださいました。
入院中は大変お世話になりありがとうございました。病気の説明も詳しくしていただき、とてもよく分かりました。

　今日は、障害のある80歳の母と1歳の孫を連れて祖母の見舞いに来たのですが、よろず相談窓口の看護師さんが、
来た時も帰る時も母への気遣いや手のかかる孫のことなど、とても親切に対応していただき感謝しています。この
ような家族への対応をしてくださるのは、福井大学病院だけだと思います。感激しました。

感謝のことば
■

■

　放射線治療のために通院していました。病院は、患者にとってとても不安な場所ですが、先生や技師さん、看護師さ
んなど多くの方に支えられ無事に治療を終えられました。患者は、先生を信じて命を預けています。日々の仕事に責
任を持ち、明るく接してくださったことに感謝申し上げます。今後も皆さんの笑顔を忘れず頑張ります。

■

2223

健康お役立ちグッズ
日
本
初
、フ
ケ
原
因
菌
を
抑
え
る

「
ミ
コ
ナ
ゾ
ー
ル
硝
酸
塩
」配
合
シ
ャ
ン
プ
ー
で
す
。

梅
雨
か
ら
夏
に
向
け
て

ス
キ
ン
ケ
ア
対
策
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
か
？

温
・
多
湿
、紫
外
線
の
強
い

梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、肌
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
た
い

時
期
で
す
。外
気
に
直
接
ふ
れ
る
顔

や
頭
皮
は
特
に
影
響
を
受
け
や
す

く
、フ
ケ
や
炎
症
、湿
疹
が
生
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
フ
ケ
や
か
ゆ
み
、炎
症
の
原
因
と

し
て
は
従
来
、ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

の
乱
れ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
不
足
、洗
い

す
ぎ
や
洗
い
残
し
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
も
要
因
の

一
つ
で
す
が
、近
年
、直
接
的
な
原

因
は
カ
ビ（
真
菌
）で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
顔
や
頭
皮
に
カ
ビ
が
い
る
と
い
う

と
、驚
く
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。で
も
、

こ
れ
は
マ
ラ
セ
チ
ア
と
い
う
常
在
菌

の
一
つ
で
す
。ふ
だ
ん
は
無
害
で
す

が
、皮
脂
や
汗
な
ど
の
分
泌
物
が
増

え
る
と
、そ
れ
ら
の
成
分
を
エ
サ
に

し
て
急
激
に
増
殖
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ラ
ー
ジ
ュ
フ
ル
フ
ル
ネ
ク
ス
ト
は
、

カ
ビ
の
増
殖
を
抑
え
る「
ミ
コ
ナ
ゾ

ー
ル
硝
酸
塩
」を
配
合
し
て
い
ま
す
。

頭
皮
を
す
っ
き
り
洗
い
上
げ
、髪
を
す

こ
や
か
に
保
ち
ま
す
。薬
用・低
刺
激

性
・
無
香
料
・
無
色
素
で
す
か
ら
、肌

が
敏
感
な
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

高

ダ
イ
レ
ク
ト
に
栄
養
を
補
給
。

弾
力
の
あ
る
し
な
や
か
な
髪
に
。

頭
皮
と
髪
に
ダ
ブ
ル
で

優
し
い
保
護
ス
プ
レ
ー

ッ
セ
ン
ス
Ｖ
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
の
小

さ
い
特
殊
活
性
水
と
植
物
エ
キ
ス
、

イ
オ
ン
化
さ
れ
た
20
種
類
以
上
の
ミ
ネ
ラ
ル

を
配
合
し
て
お
り
、傷
ん
だ
髪
や
頭
皮
を
修

復
し
ま
す
。

　
ま
た
、ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
な
水
分
子
が
不
純

物
を
取
り
去
り
、髪
や
頭
皮
の
保
護
機
能
を

高
め
、新
陳
代
謝
を
活
性
化
し
ま
す
。こ
の

頭
皮
環
境
の
修
復
と
新
陳
代
謝
の
活
性
化
に

よ
り
、育
毛
や
頭
皮（
皮
膚
）を
再
生
す
る
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

エ

「癒しのギャラリー」をご鑑賞ください

シャンプー各種 250ml、500ml、1,000ml　ヘアクリーム 120g
エッセンスV 400ml

　平成24年11月、福和会レストラン・ドトールコーヒーの一角にギャラリ
ーを開設しました。写真、絵画を問わず、展示希望の方の作品を随時展示
していきます。5月の展示作品は鯖江市在住・齋藤和枝さんの「サムホー
ル展」です。重厚な背景に描いた果物や花がくっきりと浮かび上がる静物
画など、力作ぞろいの油彩6点です。
　なお、FUKUIサムホール美術展入賞作品も展示しています。ぜひご鑑
賞ください。 癒しのギャラリー

　窓口や売店などのサービス業務の改善に、今後も一層取り組みますので、ご意見・ご要望等を当財団までお寄せくださる
ようお願い申し上げます。　（一般財団法人福和会）

すっきりさらさらタイプ 200ml、400ml
コラージュフルフルネクスト

いずれも福井大学医学部附属病院の売店・薬店でお買い求めいただけます。   取材協力／一般財団法人福和会
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広報に関するご意見、ご要望をお聞かせください。

お申し込み
お問い合わせ

医学部講演会

福井大学アカデミーホール（文京キャンパス） 対　象定　員 一般、学生、教職員場　所

FAX 0776-61-8180（看護部）申　込

http://www.hosp.u-fukui.ac.jp/05kangobu/careers/index.htmlU R L

100名

福井大学 地域貢献推進センター（福井大学総務部総務課社会連携係）
TEL：0776-27-8060　http://chiiki .ad.u-fukui.ac.jp/

先進医療を、あなたのそばへ。

見える医療を開拓する。
福井大学医学部附属病院
情報誌「フロンティア」

第6号／2013.5

安
心
と
信
頼
の
た
め
に
、

　そ
の
先
を
目
指
し
て
。

Event Information

座談会

新時代迎えた緩和ケア

アンチエイジング入門
疲れをためないことが若さを保つ第一歩

リポート
管理栄養士の1日に密着！
「患者さんの要望に沿いながら質の高い栄養管理目指す」
栄養部 主任管理栄養士 栄養サポートチームメンバー　早瀬美香さん

トピックス
安全・安心に外来化学療法を行う通院治療センター
呼吸器内科医の育成と臨床研究を積極的に行います

特集／Clo s e  Up  Fron t i e r

経営改善
医業収益の増加バネに事業規模を拡大し
病院理念を高次元で実現。

福井大学医学部附属病院
副病院長 藤枝 重治

7/28
時間／10:00～11:30時間／10:00～11:30

健やかで快適な生活を
過ごすために
～口腔の役割と口腔ケア～

福井大学公開講座

平成26年採用予定 看護師募集

両日とも
受
講
料無料

●第2回 ： 5/31（金）   ●第3回 ： 6/22（土）
●第4回 ： 7/26（金）   ●第5回 ： 8/22（木）

（日）

就職説明会・病院見学会　時間／13:00～15:00

講師  吉村 仁志 医学部附属病院
歯科口腔外科学領域 講師

7/20 喘息とCOPD
～大人の慢性呼吸器疾患～（土）

講師  石塚 全 医学部医学科
内科学（3）領域 教授

平成26年採用予定 看護師募集


